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　株式会社R.O.Dが2005年に世界初と

なるNASベースのNVR「VioStor-220」

を市場に投入して以来、VioStorは進化

を続けている。ネットワーク・カメラが

着実にマーケット・シェアを伸ばしてき

たのと同じく、VioStorも知名度を高め

てきた。「ネットワーク・カメラの録画

はスタンドアロンのNVRで」「スタンド

アロンのNVRと言えばVioStor」と、日

本のみならず世界で最も選ばれている

NVRと言っても過言ではない。

　VioStorの進化の源泉となっているの

は、エンド・ユーザーや販売店の声だ。

フィールドからの要望を集めるだけでは

なく、独自のイベントでアンケート調査

を行うなど、エンド・ユーザーがNVR

に対して求めている機能や性能を子細に

調べ、それを製品開発にフィードバック

している。それに対するR.O.Dの回答が、

プラットフォームの強化やインター

フェースの向上だ。たとえば現在の主力

製品である「VioStor Proシリーズ」は、

それまでパソコンからしかアクセスでき

なかったが、NVRにモニターを接続し、

マウスを用いることで操作が可能となっ

た。PCレスで利用したいという要望が

増えたことに応えて誕生した製品であ

る。

　そして2013年3月、既存の8ベイモデ

ルに加えて2ベイ、4ベイ、6ベイの新シ

リーズ（Pro+）がラインナップされる。

それに先駆けて2月には最新ファーム

ウェア4.0.0が登場。使い勝手の良さに

定評のあるVioStorが、 さらなるユー

ザー目線の進化を遂げることとなった。

新モデルはローカル･ディスプレ
イを強化

　今回の新モデル開発にあたって同社が

着目したのは、「ローカル・ディスプレ

イ機能」だった。これはモニターを直接

VioStorに接続してPCレスでライブモニ

タリングや録画再生が行える便利な機能

で、VioStorの大きな特長の一つ。同社

はこの機能に対するニーズの変化をいち

早く察知したのである。

　R.O.Dによると、VioStorユーザーの

多くが画面管理をPCとローカル・ディ

スプレイの両方で行っているという。ま

た画質についてもユーザーの意識に変化

が見られる。従来のIPカメラシステムで

は、ライブモニタリングも録画もVGA

（640x480ピクセル）の解像度で行われ

ていたが、NVRの大容量化に伴い、録

画をメガピクセルで行うユーザーが増

加。加えて最近ではライブモニタリング

も録画もメガピクセル以上、つまりフル

HD（1920×1080）品質が求められるよ

うになってきた。その背景として、PC

の処理能力が向上し、高画質データの処

理がスピーディになったことが挙げられ

る。それと同様にローカル･ディスプレ

イでも高画質を求める声が高まり、

NVR本体が高い処理能力を備える必要

が出てきたのだ。

フルHD対応のハードウェア・デ
コーディング

　そこでR.O.Dでは、VioStor Pro+シ

リーズにハードウェア・デコーディング

機能を搭載。従来のNASベースのNVR

は、ローカル・ディスプレイ上へのライ

ブ映像表示も、 録画その他の機能も

CPUで単一処理していたため、大容量

の映像データを処理する際、ローカル・

ディスプレイ上のライブ映像表示で遅延

が発生するなどの制限が課せられた。し

世界で選ばれるNVR
第5世代VioStorの進化とは

4 |   Mar/Apr 2013

表紙解説 PR



かしPro+シリーズから実装されたハー

ドウェア・デコーディングにより、ロー

カル・ディスプレイ上のライブ映像表示

が極めてスムーズになり、またNVRの

機能への負荷も軽減された*。フルHDで

もリアルタイム表示（30fps）が可能と

なっている。

※ファームウェア・バージョン4.0.0

以降。ハードウェア・デコーディング

が行われるのはH.264のストリーム

に対してのみであり、H.264をマル

チ・ストリームで配信できないカメラ

は対象外となる。

ファームウェア4.0.0をリリース
ユーザー目線の高い操作性

　先述したように、R.O.Dは2013年2

月にファームウェア4.0.0をリリースし

た。こちらは主にPCでの操作性向上を

主としたもので、ユーザーがより直感的

に操作できるインターフェースに改良さ

れている。

　一つ目の特長は、OSと対応ブラウザ

の拡張だ。従来のWindowsのみならず

Mac OS X（10.7以降）にも対応。さら

に In ternet Exp lorerだけではなく、

Google ChromeやMozilla Firefoxから

もアクセスできる（いずれもWindowsの

み）。体感的に動作が軽いと評価の高い

こうしたブラウザが利用できれば、PC

での操作性が高まり、ユーザーの満足度

も上がるだろう。

　二つ目は、モニタリングや録画再生を

行うインターフェースの刷新（設定画面

は対象外）だ。従来のものとの違いは一

目瞭然。4.0.0のPCインターフェースは、

ローカル･ディスプレイの操作画面に限

りなく近づいているのである。またカメ

ラリストの表示形式などが変更になり、

システム情報をより明確に管理すること

が可能で、コントロールパネルをドラッ

グ＆ドロップで操作できるようになった

ことも、ローカル･ディスプレイとの共

通点だ。ローカル･ディスプレイとPCの

操作インターフェースを統一すること

で、ユーザーの混乱をなくし、より直感

的な操作性を実現している。

　三つ目は、最大64分割表示に対応し

た点。VioStorには最大128台のカメラ

を一括管理できるマルチ・サーバー機能

があり（PC操作のみ）、それらのカメラ

を2つのウィンドウ

切り替えで管理す

ることができるよ

うになっている。マ

ルチ・サーバー機能

を使っていない場

合でも64分割表示

は可能だが、その場

合は登録カメラ数

を超えるカメラの

表示はできない。

　最後に、 これも

VioStorの大きな特

長の一つであるマルチ・ベンダー。本誌

バックナンバーを確認すると、2009年

にVioStorを取材した記事では、「国内外

のメーカー25社、300機種に対応」と記

載されている。VioStorはファームウェ

アをリリースする度に対応カメラメー

カー、対応機種が増えているが、2013

年2月現在、対応カメラはメーカー約70

社、1300機種以上だという。どんなシ

ステムにも加えられるフレキシブルさ

も、ユーザーから選ばれている理由のひ

とつだと言えよう。

SECURITY SHOW 2013では、新モデ

ルのVioStor-X100 Pro+シリーズが展

示される。ハードウェア・デコーディン

グや、顧客からの評価が高いマップ機能

などのデモンストレーションも行われる

予定だ。ぜひお見逃しなく。

会　社　紹　介

＜大阪本社＞

大阪市西区立売堀1-7-18　国際通信社ビル6階

　TEL 06-6537-1233　FAX 06-6537-1377

＜東京営業所＞

東京都港区芝5-32-8 青木ビル8階

　TEL 03-5419-3354　FAX 03-5419-3359

【名古屋・福岡・宮崎・北海道】

　URL:http://www.rodweb.co.jp/
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ソニービジネスソリューション、映像ネットワーク・ソリューションを展開
ソニービジネスソリューションは、鹿児島銀行に店舗用遠隔

モニタリングシステムと店舗ロビー用サイネージシステムを導

入した。

店舗用に導入したのは、、旋回ズーム型ネットワークカメラ

を活用したシステムで、2012年12月より鹿児島銀行の全営業

支店で稼働。平常時のモニタリングに加え、災害時に本店から

リアルタイムで店舗状況を遠隔モニタリングをできる。

また、中央支店には店舗ロビー用に｢インタラクティブ・デ

ジタルサイネージシステム｣を設置し、銀行情報以外の地域情

報も含む多彩なコンテンツを発信している。

このサイネージシステムは、ディスプレイ下部に設置した高

画質ネットワークカメラで視聴する人物を捉え、顔認識技術に

より｢性別｣｢年齢層｣を識別し、属性に合わせた特殊効果や内

容の重畳ができる視聴者体験型となっている。

さらに、電源にソニー製蓄電池を採用して、夜間に蓄えた電

力を昼間に使用する電力需要のピークシフトも実現した。

シャープ、近赤外光対応の監視カメラ用高感度CCDを発売
　シャープは、監視カメラが発光する近赤外光を捉え、暗闇で

も鮮明に撮影できる1/3型高感度タイプCCD(NTSC方式：52万

画素、PAL方式：61万画素)を開発、発売した。

　本CCDは、光から電気信号に変換する領域を拡大することで、

可視光より波長の長い近赤外光に対応し、業界最高の3,300mV

で可視光感度暗闇の中での鮮明な撮影を可能とした。　さらに、

フォトダイオード周辺の余分な光を遮断する独自の技術により、

業界最小スミア-125dBを実現した。

パナソニック、イメージセンサの高感度化技術を開発
　パナソニックは、光波の性質を使って撮像素子に入射する光

を色ごとに分離できる、独自の｢マイクロ分光素子｣を考案・開

発し、イメージセンサに適用することで高感度なカラー撮影を

実現することに成功した。

光の回折現象を微細な領域で制御するマイクロ分光素子により、

カラーフィルタを使用しない色配置が可能となり、カラーフィル

タを使用する従来の方式と比べ、約2倍の高感度化を実現。明る

い画像信号を得ることが可能となった。

日立製作所、生体情報を用いた電子署名技術の開発に成功
日立製作所は、電子署名の作成に指の静脈パターンなどの生

体情報を用いることができ、安全性の証明を可能にする電子署

名技術を開発した。本技術により、標準的な電子認証の仕組み

である公開鍵基盤と同様の機能を持つ情報セキュリティ基盤を、

ICカードやパスワードを使わずに個人の生体情報で実現するこ

とが可能となる。

高千穂交易、連結子会社の商号変更
高千穂交易は、グローバル化をより一層推進するため、連結

子会社である株式会社エスキューブを1月1日付で商号変更した。

旧商号：株式会社エスキューブ　

新商号：株式会社S-Cube

ジャバテル、東京支店を移転
　ジャバテルは東京支店を下記に移転した。移転に伴い、セ

ミナスペースを拡充し20人程度の教育セミナを開催する。

新住所：〒130-0011 東京都墨田区石原1-41-4 TKビル3F

電話番号：03-6658-8726 　FAX番号：03-5637-7834





HD-CCTV（HD-SDI）は、高解像度映像により、公共施設や教育機関での安全管理と安全安心を確保する、優れたソリューション
を提供することができる。提供するソリューションは、対象により重視する機能が異なる。

HD-CCTV(HD-SDI）が提供するソリューション
市街地・教育機関編

市街地監視での導入事例

要望内容

釜山市の一部と慶尚道にある自治地

区では、低開発地域犯罪防止サービスの

改善を要望していた。対象区域は小学校

や犯罪多発地点など90か所で、要望内

容は、鮮明な画質、統合性、既存のアナ

ログシステムの活用、そして使いやすさ

に配慮することだった。

ソリューション

慶尚道に設置されている地域犯罪防止

システムのアナログ・カメラを使用して

撮影された画像は、円滑な無人制御が困

難で、自動車ナンバプレート認識、犯罪

者顔認証などでも高い誤認率を示した。

そこで、地元システム構築企業は、自

動車ナンバプレート認識機能を備え、犯

罪発生の高い時間帯での低照度でのイベ

ントを鮮明に捉えることができる

WEBGATE社製C1080BとHD400Hを

提案した。

さらに、マルチ

ストリーミングを

活用した遠隔監視

で、瞬時に正確な

情報が得られるシ

ステム構築を提案

した。そして、既存のアナログ製品との

監視統合を可能にするWEBGATE社

CMSソリューションの採用を提案した。

導入効果

これまで慶尚道で既存の地域犯罪防

止効果を発揮できていなかったが、導入

後は対象区域全体を表示するだけでな

く、既存のアナログシステムも活用した

遠隔操作ができ、簡単にしかも迅速に表

示画面を見ることができるようになっ

た。これにより、犯罪者の顔認証や自動

車ナンバプレート認識などが可能なシス

テムを確立することができた。

文教地区や地域犯罪防止の管理は、既

設の同軸配線を使用しながら、アナログ

システムに代えて高解像度高画質の監視

システムを導入したことで、高画質の画

面で視認することができるようになっ

た。その結果、導入効果に高い満足度を

得ることができた。672

慶尚道の自治体では、 本システムを

もっと高度に活用することを検討してい

た。それは、管理者の操作なしに、車両

の入退や移動、駐車時間などを検知し、

ナンバプレートを認識する違法駐車の自

動制御システムだ。そして、危険な車両

に関する全情報を中央管制室に送信す

る。一方、中央管制室でもその全情報を

一連のプロセスとして自動受信し、デー

タ処理し、記録保存し、全体を制御する

というものだった。

WEBGATE社製ボックスカメラによ

る新基準の制御システムを確立すること

で、慶尚道の自治体は、最小の要員で管

制効果を最大化することを実現した。

米国東部の学校での導入事例

要望内容

米国の教育機関では、Windows PC

よりもMACを採用しているケースが多

い。あるいはMACしか導入していない

といったケースもある。そのため、学校

によってはMACを使用したDVRでの映

像検索や再

生、リアル

タイムでの

画面表示を

求める要望

が決して少

なくない。

ソリューション

WEBGATE社はこれまでに、米国東部

の公立教育機関に400セットの16チャネ

ルDVRを納入した実績を有している。さ

らにDVRには、JavaベースのMAC OS

対応のWeb Viewerを搭載している。こ

れにより、DVR上での映像やイベントの

リアルタイム追尾表示機能、PTZ制御、

検索や再生などをサポートしている。

詳細はhttp://www.tenpo.co. jp/

webgate2.html 
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中東の需要が英国のソリューションを下支え
BSIA(英国セキュリティ産業協会)輸出協議会が発表した調査報

告書が、ドバイで開催されたIntersec2013での結果と一致してい

る。具体的にはHD監視を代表とする中核技術の潮流、過去１年間

で顕著だったPSIMやハイブリッド監視ソリューションへの強い要

求である。

協議会の87％の会員企業は、中東という極めて重要な地域で積

極的に活動していると回答した。そのうちの40％が、過去１年間

に中東での売り上げの顕著な増加を報告している。また40％が従

来通りの実績があると報告し、残りの20％が売り上げ減少を報告

している。2013年については、80％の企業が前年よりも増加し、

残りの20％の企業も売り上げが減少しないと報告している。

調査対象となった会員企業の詳細を見ると、大部分が電子セ

キュリティ企業だった。現金輸送ソリューションとトレーニング提

供が各7％で、これは会議構成の全体と同様の割合だった。

過去１年間中東で最も大きな反応が得られたセキュリティ技術

に関する質問では、25％の回答者がHD監視とPSIMだった。HD

監視については、銀行やホテルのロビーのようなセキュリティが

重要な場所でメガピクセル・カメラとともに提供して中東で成功

している。一方、中東でのPSIMの増加については驚くべきではな

く、新規案件が大規模案件であることに起因している。

世界セキュリティ・サービス市場、2012年には660億ドルに 
フロスト・アンド・サリバン社の最新報告書｢世界セキュリティ・

サービス市場の分析｣ によると、市場規模は2012年が約662億

5000万米国ドルで、2021年には1391億ドルまで増加すると推測

されている。そのカギを握るのが２つのサービスセグメントで、

物理的セキュリティとITセキュリティである。

民間と政府機関向けITセキュリティと物理的セキュリティの両方

の必要条件が増加する複雑さは、セキュリティをMSSP(管理セキュ

リティ・サービス供給企業)に外部委託する方向に舵を切ることに

なるだろう。外部委託方式の採用で、依頼元の社内準備の必要性

を抑えることになり、組織のセキュリティに対する資金効率の最

良の対応をもたらすことができる。

｢現代では多くの企業や機関が非常にコストを意識していて、各

社のセキュリティ要件を外部委託し、運営費用を下げることに注

力している｣と同社航空宇宙＆防衛研究アナリストのアンソニー・

レザー氏は説明している。｢セキュリティは企業や機関にとり優先

度の高い事項だが、最終決定権者は最も有利な価格で最も高度な

セキュリティ・ソリューションを提供する産業に注目している｣。

特にITセグメントにおける攻撃を受ける懸念が高まっている脅

威とその複雑から、物理セキュリティとネットワーク・セキュリティ

の両方を保証するための現有のソリューションに対して、新たにこ

れまで以上の投資に拍車をかけている。MSSPにセキュリティ運

営を移行することで、企業や機関はますます複雑多岐化するセキュ

リティへの要求を専門家に外部委託して、各社本来の基幹事業に

集中することができる。

セキュリティ外部委託モデルにより資金の効率的運用を実現し

なければならないのだが、未だにいくつかの企業や機関はセキュ

リティを内部で維持することを望んでいる。確かに、問題に直ちに

取り組む場合は社外に依存しない可能性が高くなる。

｢セキュリティ管理者間に共通する懸念は、MSSPが常に監視し

ていなければならない会社の範囲が広いことだ｣とレザー氏は指摘

し、｢このことが突然の機密漏洩や不祥事の取り扱いに帰着するの

かもしれない｣と言う。

セキュリティ・サービスの外部委託が成長している北米や欧州

の市場では、企業向け市場での地位と強い顧客基盤の構築がさら

に進むと思われる。この傾向は、今後10年で最も成長が期待でき

るアジア太平洋などの他地域でも広がると予想される。

｢MSSPがさらに確立して、優れた顧客サービスを備えた高水準

のセキュリティを実証することで、企業や機関はセキュリティ・サー

ビスの外部委託に対して信頼性を高めることになるだろう｣とレ

ザー氏は見ている。

Intersec Dobai 2013、規模も来場者も増加
Intersec Dobai 2013は、世界54ヶ国から990社の出展企業が

最新の機器やシステムを展示していた。世界118ヶ国から21,615

名が来場したが、国別上位5国は、アラブ首長国連邦、サウジアラ

ビア、イラン、オマーン、カタールとクウェートだった。 
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2018年には輸送市場や商品タグ市場に21億の非接触型認証が出荷
ABIリサーチ社は、21億の非接触型認証がスマートカードと

RFIDの組み合わせで、2018年には輸送市場や商品タグ市場に出

荷されると予測している。2018年の出荷予測は2012年の実績の2

倍以上になる。

2012年にはMi-Fareシステムが非接触型認証市場の80％以上を

占めていた。しかし、ABIリサーチ社は、今後登場すると思われる

新基準によるソリューションの台頭で、Mi-Fareシステムの市場占

有率は69％程度になると見ている。

速い速度で伸長し様々な形態が登場すると思われるこの市場

は、各国が世界規模を視野に入れて、信用を高め相互運用性を保

証する動きをとることに期待が寄せられている。これにより、非接

触認証単独で流通させることができる。英国のITSOやドイツの

VDVがその好例で、中国でも独自の新基準への移行を制定してい

る。独自の標準はその背景で有名な技術を採用していても、ソ

リューションはその地域でののみ確立されることになる。

全体の出荷成長は今後5年間に2桁の年成長率を維持すると予

測される。しかし、メモリ機能を有するスマートカードの出荷は減

少しており、2012年の１年間で4％減少した。

調査アナリストのフィル・シーリ氏は、｢当初の予測よりも早まっ

ているが、メモリカード市場の衰退は想定されていた。輸送公社

では、高水準のシステム導入を強力に推進し、さらにセキュリティ

と多機能性を可能にするプラットフォームを提供する次世代の認

証システムに移行することも推進している｣と評している。

北中南米の民生用市場ではアナログ機器が優位
IMSリサーチ社は、2013年での南中南米での民生用アナログ監

視カメラの出荷が、業務用市場をしのぐと予測している。同社が

発表した｢民間市場での監視機器の世界市場2012年版｣では、民生

市場でのアナログ監視カメラの出荷台数が2013年に300万を上回

ると見ている。

民生用映像監視装置は店頭とネットで販売されている。厳しい

小売業の事業環境にかかわらず、市場は高い伸びをし続けている。

IMSリサーチ社の市場アナリストで報告書の著者であるジョシュ・

ウッドハウス氏は、｢北中南米地域は、民生用映像監視装置の最大

の成熟市場だ。業務用市場でアナログ監視装置の出荷が下落する

一方で、民生用市場でのアナログカメラ出荷の伸びていることは、

初めて転換点に接近していることを意味する｣と言う。

売上金額面では、民生用市場は業務用市場と比較にならない。

しかし、アナログ監視カメラ出荷台数は、製品の全面的な寿命と

北中南米市場での構成機器の拡張をもたらしている。

ウッドハウス氏は｢民生用市場で見られる傾向と技術のうちのい

くつかは、業務用市場に対するユーザの本音だろう。費用の点は

もちろん、シンプルで使いやすい製品といった要望が、民生用市

場が業務用市場よりもネットワーク監視システムへの移行が遅れ

ている最大の要因だ｣と述べている。

ACaaS、北米と欧州市場で立ち上がる
IMSリサーチ社が発表した最近の報告書｢北米および欧州におけ

るACaaS｣によると、ACaaS(Access Contol as a Service：サー

ビスとしての入退管理)は、従来の入退管理では成し得なかった収

益の追加創出とエンドユーザへの浸透の機会をもたらす。

｢ACaaSはより多くのプラグ・アンド・プレイ型導入を可能にし

た。また、これまで入退管理のハードウエアもソフトウエア・ソ

リューションも関与することのなかった錠前屋などをはじめとする

広範の産業従事者に市場を開放した｣と本報告書の著者でIMSリ

サーチ社上級アナリストのブレイク・コザック氏は説明している。

｢ACaaSには、50ヶ所にも満たない出入口を管理するような小規

模ユーザや、広い区域に数百の拠点を有する大企業などの見込客

が存在する｣。

施設管理者はACaaS供給者に数多くのビジネス機会を提供し

てくるだろう。一般的に大規模のオフィスビルでは、施設管理者

は建物入口と各オフィスに入退管理機器を設置する。しかし、各々

のオフィスでサーバを所有したり、施設管理者にテナントごとの

サーバを管理させたりするより、ACaaSを利用することで、施設

管理者がシステムを管理し、その費用テナント各社が分担するこ

とのほうが効率的である。さらにシステム全体の維持費も抑える

ことができ、それに伴い各社の分担金も抑えることができる。
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2012年が過ぎ去り、新しい年に焦点を合わせる時が来た。
2013年を予測するには、2012年を振り返る必要がある。
ここでは、2012年のセキュリティ業界を襲った嵐につい
て総括し、新しい年の青空への見通しを示す。

2013年、
セキュリティ産業の激変

世界的状況

2008年、世界的な景気後退によりセ

キュリティ業界に激震が走り、景気の波

に左右されない業界という神話はもろく

も崩れ去った。従来、セキュリティ業界

は政府予算の動きに連動してきた。景気

後退後の米国とEUにおける政府予算の

削減は、 事業凍結や延期という形でセ

キュリティ業界に深刻な影響を及ぼし

た。先進経済圏のビジネスが行き詰まっ

たため、BRICsや中東そしてアジアな

どの新興経済圏に熱い視線が注がれてい

る。

緊縮予算がセキュリティ市場を
圧迫

予算の締め付けにより、価格に敏感に

なり、価格の比較につながった。時期を

同じくして、安価な中国製品の市場流入

も起こった。その結果、エンドユーザの

購入行動が価格で決まる傾向が強まり、

この状況は瞬く間に全ての市場分野に波

及した。

大手ブランドによる費用対効果の高

いソリューションがセキュリティ業界を

上から席巻する一方で、下からは安価な
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中国製品が押し寄せてくる。この2つの

勢力による影響は、メーカや代理店、シ

ステム構築社や施工企業に至るまで、セ

キュリティ業界のあらゆるレベルに及ん

でいる。熾烈な競争と利益の圧迫を逃れ

る術はなく、業界の全ての企業が、いか

にして生き残るかという問題に直面して

いる。

業界の再編

こうした市場環境の中、メーカ各社は

過酷な競争を強いられ、価格の低下と収

益の減少による流通チャネルの崩壊が起

こりつつある。どうやって売上を増やし

ながら利益を維持するかという問題に悩

まない企業は1社としてなく、適者生存

のゲームが続く状況で、企業は変化する

環境への適応を迫られている。例えば英

国の大手セキュリティ企業のノーバイン

社は、年半ばに組織の再編成を発表した。

同社が過去何年にもわたり構築してきた

販売網は瓦解し、海外子会社は独立企業

体になった。米国も同じような状況で、

レインボウ CCTV社とGVI社が力尽きて

白旗を上げた。

既存の有力企業が敗れ去る一方で、名

乗りを上げる新たな有力企業もある。例

えば、ITの巨大企業イングラム・マイク

ロ社が2009年にセキュリティ業界に進

出したのを皮切りに、他のIT企業も続々

と参入し、IPセキュリティの分野で目覚

ましい成果を上げている。現在の市場で

は、厳しい財政事情、技術の進歩といっ

た要因により、うまく流れに乗ることの

できなかった企業が沈没の憂き目に会う

一方で、競争力のある新しい企業が自信

を持って参戦してくる。｢英雄は戦時に

現れる｣という諺の通りだ。

東南アジアでは｢付加価値｣ が業界の

流行語である。販売代理店からは、テク
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ニカルサポートと顧客サービスを強化す

べきだという声が上がっている。ほとん

どの代理店が、総合的なソリューション

になる完全なシステムに注力している。

また、エンドユーザに統合の能力や相互

運用性を提供するため、製品ラインを拡

充する動きも見られる。

業界における役割分担も変化しつつ

ある。例えば一部の映像監視メーカの販

売代理店は、売上と利益を拡大する目的

で、自社の製品ラインに入退管理システ

ムを追加している。と同時に、古参のシ

ステム構築社がIPの時流に乗って利益を

上げるため、大手ブランドの軍門に下り

代理店になるケースも見られる。

中国

製造国家としての中国の影響力を軽

視するわけにはいかない。この影響力を

具体的に理解するには、モスクワのある

販売代理店の体験談が良い例になる。こ

の会社では昨年、韓国と台湾の製品を専

門に扱っていたが、今年は中国製品の在

庫を大幅に増やす必要に迫られた。原因

は競合他社が中国製品の販売を開始した

ことにある。この状況は諸刃の剣だ。追

随しなければ売上が大幅に落ち込む懸念

があるとは言え、他社と同じこと

をやっても見返りは少ない。

この会社は中国製品に対す

る不満として、 利幅の

薄さと目まぐるしい

製品仕様の変化

を挙げてい

る 。

つまり一刻も早く売ってしまわなけれ

ば、在庫一掃セールの運命が待っている

だけなのだ。こうした事情から、時間が

経つにつれて、採算がとれずに市場に存

続できなくなる会社が出てくる。

IP革命　

さほど遠くない将来、市場でのIPのア

ナログに対する優位性はさらに大きく広

がるだろう。IHSグループの一員である

IMSリサーチ社によると、IPカメラの専

門企業であるアクシスコミュニケーショ

ンズ社が、全世界のカメ　　　　　　　

　ラ市場で首位に躍り出た。同社の圧倒

的な優勢は、セキュリティ業界における

潮目の変化の速さを象徴している。

IP技術は急速に成熟しつつあり、ベン

ダ間の競争が熾烈化している。2011年

に台北で開催されたSecutechでは、大

小様々なメーカ製のIPカメラが徹底比較

された。その時点では、メーカによりIP

カメラの仕様に非常に大きな違いがあっ

た。同様に、ONVIF規格準拠について

も納得のいくものではなかった。2012

年SecutechではIPカメラを徹底比較す

る2回目のイベントが開催され、そこで

メーカ各社が発表したカメラは、仕様に

一貫性が見られるようになっていた。さ

らに、カメラの画質やONVIF規格準拠

という点で、最大80%の同一性がある

ことが判明した。わずか1年でこれほど

の成熟が起こったという事実は、映像監

視業界への強力な警告と言えるだろう。

IPカメラは今や、ブランドとマーケティ

ングと顧客サービス、そして2013年に

は価格による差別化の時代に突入した。

クラウド・コンピューティング

IPアプリケーションの成熟にクラウド

コンピューティングの成熟が組み合わさ

れ、サービスとしてのセキュリティとい

う概念が成立しつつある。この組み合わ

せは、プロバイダとエンドユーザの双方

“予算の締め付けにより、価格
に敏感になり、価格の比較につなが
る。エンドユーザの購入行動が価格
で決まる傾向が強まった。”
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に利点をもたらす。エンドユーザは、よ

り信頼性の高い一貫したサービスを月額

料金制で利用できるので、初期投資や維

持費など高額な出費が不要になる。一方、

サービス・プロバイダには、月額料金に

よる安定した収益がもたらされる。

有望なホームセキュリティ

スマートデバイスの普及率が高まっ

た現在、誰もが手許の機器を使って遠隔

監視を行うことができる。人間は視覚の

生物なので、この技術は速いペースで発

達する可能性がある。住宅の所有者が用

心深く自宅を監視し、企業経営者が営業

状況を常に把握することが可能になる。

ホームセキュリティ需要の増大化に

伴い、業界も変容しつつある。この分野

の購入者は、通信事業者やセキュリティ

サービス・プロバイダと考えられる。将

来的には、一般市場に対応するため、量

販店チャネルでもIPカメラが流通する可

能性がある。この潮流により4チャネル

DVRやNVRは時代遅れになり、市場で

エンドユーザ・アプリケーションの転換

が起こる可能性がある。

スマート入退管理

セキュリティ業界でのIPへの転換とい

う波に乗り、入退管理にも変化が予測さ

れる。この分野で注目すべき潮流として、

無線電子ロックやNFCがある。第一に、

無線のため簡単で迅速な設置が可能にな

る。第二に、入退許可を柔軟に設定でき

るため、誰に入退を許可するかを頻繁に

変更しなければならないエンドユーザが

セキュリティを確保することができる。

さらに、入退管理の管理や更新を、要件

に応じてソフトウエアを使用して遠隔か

ら実行できるので便利だ。

スマートフォンが市場に広く普及し

た結果、携帯型入退管理が可能になって

いる。この革新的なアプリケーションで

は、NFC対応のスマートフォンが入退

管理資格情報を無線で受信する。セキュ

リティに革新的な技術が次々と導入され

れば、効率的で安全性の高い、独創的な

便利なアプリケーションをエンドユーザ

に提供できるベンダが頭角を現すだろ

う。

生体認証

斬新なアプリケーションが出現して

いるもう1つの分野が生体認証だ。一例

を挙げると、香港のある入退管理企業は、

中国の採掘現場において爆発事故発生時

の安全問題への対処方法を考案した。こ

のような事故が起きた時、地方政府や保

険会社は、負傷者や行方不明者、坑内に

閉じ込められた人数を把握しなければな

らない。従来ではこれが難しかった。し

かし、生体認証入退管理システムがあれ

ば、現場や坑内で働いている従業員の人

数や身元をいつでも把握することができ

る。

成長が見込まれるHD-SDI

2013年には、伝送技術やストレージ

技術の進歩がHD-SDIに有利に作用する

だろう。技術上のブレイクスルーにより、

今後の低価格化も期待できる。その結果、

エンドユーザにとりHD-SDIがさらに魅

力的になり、様々な市場分野でこの技術

の採用が急速に進むものと予測される。

青空へのカウントダウン

先行き不透明な景気情勢、需要に対す

る供給の過剰、中国製品の流入といった

現状にもかかわらず、2013年の市場に

は期待すべき要素が残されている。ただ

し現在の経済環境で、この業界が前進す

るには、組織の再編成は避けて通れない。

同時に、付加価値はセキュリティ業界

の重要な潮流であり、各社は利益率を高

めるための方策として、先を争って付加

価値の追加に努めている。去年は一部の

企業にとり散々な年だったが、忍耐は報

われる。新しい市場秩序が落ち着くべき

ところに落ち着いた時、春が到来するだ

ろう。 

▲ この業界が前進するには、組織の再編成は避けて通れない。
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2013年のセキュリティ市場は不確実性に満ちているようだ。市場の整理統合は既に発生しており、今後もますます進んでいく。
IT技術は既存のセキュリティ企業に課題を投げかけるが、新たな販路の開拓や需要の拡大にもつながる。本誌は業界のエキスパー
ト諸氏にインタビューを行い、2013年以降のセキュリティ市場の購入側とエンドユーザのニーズをどのようにとらえているかを
尋ねた。

有力企業が予見する2013年

アナログからIPへ

全体として2012年の市場は、引き続

き山あり谷ありの様相を呈した。成長の

主な牽引役だったのは、やはり中国と中

南米、東欧州とアジア太平洋地域だ。世

界第4位の市場であるドイツが成長とい

う点で中間的なポジションに留まったの

に対し、南欧州諸国が金融危機に苦しん

だ。

当社が特に注目している動きは、第一

に、 独自仕様のアナログシステムから

ネットワークシステムへの転換だ。ネッ

トワークシステムは、無制限の拡張性、

リソースの効率的な利用、遠隔からの検

証と制御、セキュリティや安全を強化す

る各種サービスの実現を可能にする。第

二に、新たな競合他社の相次ぐ市場参入

だ。その結果、革新性がさらに加速して

いる。

ボッシュ・セキュリティ・
システムズ社長
ゲルト・ファン・イペレン氏

ITによる新たな需要と顧客

当社の顧客が入退管理システムの標

準化と集約化に着手したのは、10年ほ

ど前のことだった。最近は、世界規模で

映像監視の標準化につながる潮流が見ら

れるようになった。こうした動きの背景

には、IP映像監視技術の進歩や、映像シ

ステムの情報化といった要因がある。

当社が注目しているもうひとつの潮

流は、国際企業顧客の実際の経営構造に

見られるものだ。IT部門とセキュリティ

部門が協調するだけでなく、不動産管理

部門や調達部門までもがセキュリティ部

門と協調するようになった。その結果、

集約的に意思決定を行い、セキュリティ

管理システムをより費用対効果の高い方

法で構築できるようになる。

当社国際顧客営業部門で近年一挙に

増えたのが、IT業界の顧客企業だ。これ

らの企業では、データセンタの企業レベ

ルのセキュリティが必要となり、他の業

種よりも調達に関して全社的な意思決定

を行っている。当社の大口顧客には、大

手の石油やガス企業も含まれている。セ

キュリティの運用や技術の集中化を検討

している金融業も成長市場の一つだ。ア

ジアでは運輸と交通業界が急成長しつつ

ある。アフリカなど一部の新興市場では、

石油、ガス業界がセキュリティ需要の中

心になっているが、食品や飲料業界でも

関心が高まっている。

タイコ・インタナショナル
社国際顧客営業担当
上級取締役
レナエ・ラーニィ氏
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サムソン・テックウィン社
欧州担当営業＆マーケティ
ング担当取締役
ギャリ・ロウデン氏

購入者の実利志向の鮮明化

この業界では現実主義的な傾向が強まっ

ているようだ。メガピクセル、HD CCTV、

映像解析などについて、マーケティングの

過剰な宣伝に踊らされることがなくなった。

問題解決に市場の関心が集まっている。当

社が注意を払っているのはこの傾向だ。市

場が成熟するにつれ、購入者は今までより

も現実的かつ技術的な観点から製品を

チェックする方法を習得する。

当社では、ユーザフレンドリと簡単な

操作性を重要な潮流と位置付けている。

当社はかなり前からこれらの点に細心の

注意を払ってきた。また、セキュリティ

業界にもモバイル化の波が押し寄せてい

るため、ある種の新しい条件がメーカに

課せられるようになった。当社は、必要

に応じて個々のソリューションに適切な

機能を追加している。

ゲーテブルック社広報担当
取締役カルマン・ラー氏

手頃な価格で実用的なソリュー
ション

当社は、2010年から2011年にかけ

て、約200種の新製品を発表した。これ

らの製品の多くはネットワーク製品で、

いずれも大成功を収めた。今年は昨年よ

り数は少ないが、今後数か月間にさらに

新製品を発表する予定だ。とはいえ、新

しい技術が開発されたり、浸透できてい

ない市場が特定された場合には、ためら

うことなく製品を更新する。その良い例

が、最近発表した｢手頃な価格｣ のHD

ネットワークカメラ全7モデルだ。今ま

ではHDカメラが比較的高価だったた

め、広範囲に普及していなかった。同時

に、市場からのフィードバックで、不要

な機能に費用を払いたくないという顧客

の声が聞こえていた。そこで当社は、費

用対効果の高い固定カメラとドームカメ

ラを開発してこの問題を克服した。HD

技術に関連する重要な機能のほとんどを

搭載しながら、価格を低く抑えた製品に

なっている。

今のような厳しい景気情勢において

は、社会基盤へのテロ攻撃を検知したい

という要求でも、犯罪を防いで利益を守

りたいという単純な要求でも、 エンド

ユーザがセキュリティへの投資から利益

を最大限に回収したいと願うのは当然の

ことだ。幸いにも技術が進歩し、ほんの

2～3年前には想像も及ばなかった水準

の性能と価値を備えた入退管理システム

や映像監視システムを実現している。

行き当たりばったりの窃盗犯、巧妙な

手口を駆使する犯罪集団など、脅威のレ

ベルは顧客の業種により千差万別だ。顧

客の予算の大小にかかわらず、検討でき

る製品の種類にまったく不足はない。エ

ントリーレベルとなる低コストのアナロ

グシステムからエンドツーエンドのネッ

トワークシステムまで、豊富な選択肢を

用意している。

ネダップ・セキュリティ・マ
ネジメント社マーケティング
事業部エリカ・メジャ氏

IT管理者が意思決定者に

当社の観察によると、ITシステ

ムとセキュリティシステムを保有

する多くの企業で、物理セキュリ

ティをITシステムに統合する動き

が見られる。セキュリティ最高責

任者のみがセキュリティシステム

を管轄するのではなく、IT管理者

も意思決定に大きな影響力を行使

している。
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入退管理主体の混合システム

完全なIPシステムや完全なアナログシ

ステムではなく、混合システムの採用が

進んでいる。この種のシステムでは、時

間をかけて旧システムから技術を移行す

ることができる。多額の費用を投じて配

線をやり直すと同時に新しい技術を導入

する必要がない。IPとアナログを組み合

わせた混合システムでは、既存システム

を延命させながら、高品質の画像、リア

ルタイムの録画、拡張性といった点で、

新旧両方の特長を享受することができ

る。高度なセキュリティが要求される一

部のアプリケーションでは、ネットワー

クカメラをほとんどの部分に採用しなが

ら、遅延時間が問題になりがちな部分に

はアナログ機能を存続させている。この

点だけを採り上げても、 混合ソリュー

ションの実用性は高い。

シーメンス社セキュリティ製
品担当CEO
ピータ・ホークスウォルス氏

包括的なセキュリティ情報

この業界の潮流は強まり続けている。

セキュリティシステムとセキュリティ以

外のあらゆるシステムで収集される｢

ビッグデータ｣ を活用し、 包括的なセ

キュリティ情報を提供できるソリュー

ションを求める大企業が増えているから

だ。 次世代映像や状況に応じた情報ソ

リューションに期待が集まっている。映

像だけでなく、全てのシステムからの情

報を活用し、より迅速で効率的な事象の

発見と対処そして管理を可能にする、実

用性のある情報を提供するソリューショ

ンだ。それだけでなく、これまでは資源

を大量消費するため実現不可能だった映

像ソリューションで収集した視覚データ

を利用するという未開拓のビジネス情報

への関心が高まっている。ヴェリント・システムズ社国際マーケティ
ング＆映像情報化ソリューション担当
副社長、デブジット・ダス氏

業務効率の最適化

当社は、 製造部門でのRFIDの統合、

出荷の把握と制御、POSトランザクショ

ンシステムとの統合、小売店の改善を図

るための人数計数などのアプリケーショ

ンを促進している。IP映像は、入退管理

や人事、財務や製造、輸送など幅広い分

野で革新性を加速させる。 オープンプ

ラットフォームのIP映像は、さらに大き

な規模で業務の最適化に貢献し、セキュ

リティ問題に対処するだけでなく、長期

にわたる計測可能な投資回収の実現、

TCO（総所有コスト）削減を可能にする。

マイルストーン・システムズ社
営業＆マーケティング最高責
任者エリック・フラトン氏

消費者市場が牽引

消費者市場は、事業者向けのセキュリ

ティ市場の牽引役として根本的な役割を

果たしている。人々が家庭でスマート機

器を使いこなすにつれ、職場でも同様な

機器の需要が発生する。セキュリティの

現場で、今後さらに多くのスマート機器

が使われるようになる。

また、自己修復機能を備えたスマート

技術によるシステム損壊の減少や、ダウ

ンタイムの短縮も期待できる。新しい監

視カメラには自己診断機能が搭載される

ため、再起動や更新プログラムのインス

トール、画像の最適化などを自動的に実

行し、管理者の介入が不要だ。

アクシスコミュニケーション
ズ社最高技術責任者ヨハ
ン・ポールソン氏
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2012年、欧州のセキュリティ市場は全
ての地域で安泰だったわけではない。着

実な成長を維持できたのは、DACH (ド
イツ、オーストリア、スイス) とスカン
ジナビア諸国だけに留まった。南欧州は

EUの累積債務危機による直撃を受け
た。英国やフランスなど、一部の西欧州

諸国は低成長に甘んじており、さらなる

拡大への勢いを失ったかのように見え

る。中東とアフリカと東欧州は依然とし

て好調で、この地域が有望視されている。

EUでの標準化の立ち遅れ

セキュリティに関して、欧州では幾つ

かの無理からぬ制約と課題がある。EU

委員会の最近の報告書には次のように書

かれている。｢欧州の域内市場は、国境

や地方境により分断され、非常に細分化

している。最も慎重を期すべき政策分野

の一つであるセキュリティは、各加盟国

が自らの既得権を手放したがらない分野

でもある。全世界のセキュリティ市場は

過去10年で10倍近く成長し、129億米

ドルだった市場規模が、2011年に約

1,297億米ドルに達している。欧州での

年間売上高は約389億1,000万米ドル

だ。しかし、最近の市場の進化が示唆し

ているように、世界市場での欧州企業の

シェアは、競争力を高める何らかの対策

を講じない限り、今後大幅に落ち込む懸

念がある｣。

欧州の業界が後退した原因は幾つか

ある。欧州のセキュリティ企業の多くは、

長年にわたり成熟市場でアナログ技術に

投資してきた。そこにIP技術という重大

な課題が生じた。にも関わらず各国間で

標準化が行われていない。EU委員会は

2012年、欧州のセキュリティ業界と市

場に刺激を与え、セキュリティの真の域

内市場を成立させる目的で、幾つかの対

策を提案した。

｢セキュリティ業界にとり、もう一つ

の大きな課題はソフトウエアやネット

ワークを含めたIT技術であり、業界での

重要度がますます高まりつつある｣ と

EMEA地域の圧倒的な
成長力
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シーメンス・ビルディング・テクノロジ

社防災＆セキュリティ部門CEOレネ・

ユングブルス氏は語る。｢その意味でも、

セキュリティ業界ではさらなる標準化が

必要だ。全の欧州諸国で有効と思われる

セキュリティ製品やシステムでも、依然

として標準や認定が大きく欠落してい

る。現在、EU委員会がEU内部での製品

の一般基準の策定に活発に取り組んでお

り、業界向けに様々な首唱を実施してい

る。このような施策は、世界規模で欧州

の地位を強化するものだ｣。

地域の最新事情

南欧州が経済問題による深刻な打撃

を受けたのに対し、DACHと北欧州市

場が堅調だったため、欧州全体としては

成長率の帳尻が合う結果になったとタイ

コ・セキュリティ・プロダクト社EMEA

＆西欧州営業担当取締役エリ・ウィリア

ムズ氏は語る。重苦しい景気情勢の中、

中東とアフリカで立ち直りの気配が見ら

れた。ロシアは明らかに成長市場だ。2

桁成長が予測されたが、小売業や民間企

業などの分野では、人と資産を守るため

に監視などの対策を検討する事例が増え

つつある。ロシアでは官公庁が続々とセ

キュリティ基盤に投資した。これらの事

業が更新時期を迎えれば、再びかなり大

きな商機が訪れる。

西欧州

｢西欧州のセキュリティ市場は、地域

内で活動する多数のメーカが存在し、他

の地域よりも発達している｣とウィリア

ムズ氏は言う。｢欧州には複数言語の存

在という問題があるが、ニッチ企業が大

規模な市場の一角を獲得できるチャンス

にもなる。欧州大陸のセキュリティ市場

は全体として、世界の他の地域よりも成

長が遅い。西欧州市場では言語以外にも、

国や地域により固有性が非常に強い要件

がある。フランス製品を東欧州向けに販

売しようとしても、地域の要件に応じた

変更を加えなければならない｣。

ジェネテック社も西欧州では成長率

が低下した。｢成長は安定しているもの

の、ペースが遅い。市街地監視など官公

庁からの需要がある。金融機関など民間

部門からの需要も出始めているが、予算

の執行は2013年か2014年になる見込み

だ｣と同社EMEA営業担当副社長兼常務

取締役テッド・ガリ氏は話す。｢最も発

達した国はフランス、そしてベルギー、

オランダ、ルクセンブルクのベネルクス

諸国で、業種としては小売、市街地監視、

交通運輸などだ｣。

DACH市場

DACH地域は2012年、健全な成長を

維持した。ただし公共区域でのカメラ使

用に関する法的な問題と長年にわたるア

ナログへの投資が、今後の発展への障害

になっている。｢DACHでは人々が急速

な成長を避け、安定した長期的な成長を

優先する傾向がある｣とウィリアムズ氏

は言う。｢急成長中の他の地域が失速し、

マイナス成長に転じるような時期でも、

この市場はゆるやかながら一貫性のある

成長を示している｣。

｢ドイツ語圏の国々は法律が他国とは

違い、より厳密である。そのため、これ

らの市場の固有性を尊重して適応するに

は、ローカライズに力を入れ、特殊事情

を織り込む必要がある｣とガリ氏は指摘

する。｢例えば当社は今年、EUプライバ

シィ・シール付きのソリューションを発

表した。このソリューションを使用する

と、動作や行動が見分けられる状態を保

ちながら、自動的に人物や自動車をリア

ルタイムで不明瞭にすることができる｣。

東欧州

東欧州の成長率は他の欧州地域を上

回った。成長が最も顕著なのは、ポーラ

ンドとロシアとトルコだ。｢東欧州には

人件費の安さという利点があり、基盤投

資が増えつつある｣ とウィリアムズ氏は

言う。｢西欧州に代わって労働集約的な

ビジネスを行い、それが市場の発展に役

ABUS 社セキュリティ・センタ
営業担当取締役
マーク・シュアチェラ氏

ジェネテック社EMEA
営業担当副社長兼常務取締役
パトリック・ガリ氏

ASP 社
(グルンディグ・ セキュリティ)
CEO
ルドウィグ・ベルグシュナイダ氏

エクストラリス社DACH地区
マーコム責任者
ダニエル・クロンケ氏

アクシスコミュニケーションズ
社中部欧州担当取締役
エドウィン・ルーボル氏
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立っている。この地域の多くの国でGDP

を押し上げるため、EUも膨大な資本を

投下している。東欧州で成長が特に目立

つ国はポーランドとロシアとトルコだ。

やや困難に直面しているのはルーマニア

とハンガリーとブルガリアだ。中東は強

い。ポーランドとチェコ共和国は順調だ

が、ハンガリーはやや低迷している｣。

｢しかし、ロシアで映像監視が導入さ

れたのは比較的最近のことだ｣とアクシ

スコミュニケーションズ社中部欧州担当

取締役エドウィン・ルーボル氏は言う。

｢そのため、アナログからデジタルへの

転換よりもIP映像への関心が高いのは、

設置済みのアナログカメラの台数が欧州

と比べて少ないからに過ぎない｣。

個別市場

住宅

全般的に欧州では、中東に比べて大型

案件や政府投資が低調である。この状況

を考慮し、住宅セキュリティの重要性が

高まっている。｢最近の経済危機が原因

で、欧州全体で成長は横ばいになってい

る｣とCDVI社輸出営業責任者エリック・

アソウリネ氏は語る。｢大型案件の多く

が先延ばしになっている。それでも当社

は世界的に強力な存在のため、それほど

苦労せずに成長を続けている。当社の主

な対象は中小企業と、不況の影響が少な

い住宅分野だ。セキュリティは日常生活

の一部になっている。困難な時期でもセ

キュリティが必要であることに変わりは

ない｣。

消費者向け製品と事業向け製品の差

別化がより明確になってきたと、ABUS

社セキュリティ・センタ営業担当取締役

マーク・シュアチェラ氏は言う。｢購入

後すぐに使用できる製品を希望する個人

消費者が増えている。プラグ&プレイ機

能を備えたエントリレベルの製品だが、

品質は高い。不況の時期だけに何千ユー

ロも投資するわけにはいかないが、わず

かな投資でホームセキュリティに着手し

たいというのが消費者の要望だ。当社は

引き続き住宅部門と中小企業部門に力を

入れている。大企業向けに強力な存在感

を誇る有力メーカも存在するが、消費者

サイドでは当社の方がブランド認知度が

高い｣。

また同氏は｢ドイツは欧州の他の国々

よりも持ち家率が低い｣と言う。｢世界不

況以来、ドイツの住宅所有者の動きが活

発になってきた。銀行に預けていた資金

を不動産に回すドイツ人が増えている。

住宅に投資した人々は、機器を購入して

ホームセキュリティを改善しようとする

傾向が強い。欧州諸国に見られるもう1

つの傾向として、高齢化に伴うセキュリ

ティの需要がある。例えば、高齢者住宅

ではドアに機械式のぞき穴を取り付ける

のがごく一般的だ｣。

その他の個別市場

シーメンス社セキュリティ製品部門

CEOピータ・ ホークスウォルス氏は、

その他の発展中の個別市場について次の

ように語る。｢英国では医療業界からの

需要が拡大している。英国の医療機関で

の患者とスタッフのセキュリティや福利

体制を見ると、新生児用タグや個人用ア

ラームそして保護区域などは、今や不可

欠なものと認識されている。ドイツとス

ペインとフランスでは、小売業界と銀行

業界に成長が見られる｣。

欧州でのセキュリティ製品の流行

クラウドベースのセキュリティとサービス

ボッシュ・セキュリティ・システムズ

社は、クラウドを利用したセキュリティ

とサービスという世界的な時流に対応し

て、製造部門の多角化を図り、ドイツと

オランダを対象にホスティングサービス

を展開する計画だ。｢当社は、Web 3.0

アプリケーションに集中的に取り組んで

いる｣と同社ゲルト・ファン・イペレン

社長は言う。｢その一環として、中小企

カバ社グループ広報担当
上級副社長
マーチン・バーンメラ氏

HIDグローバル社
欧州営業担当取締役
フォルカ・クンツ氏

CDVI社輸出営業責任者
エリック・アソウリネ氏

RSIビデオ・テクノロジ社
事業開発責任者
レギス・ルラツァ氏

シーメンス・ビルディング・テクノロ
ジ社防災＆セキュリティ部門
CEOレネ・ユングブルス氏
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業向けの製品とサービスを組み合わせた

『クラウドベースのセキュリティとサー

ビス』というコンセプトがある。中小企

業の多くは、セキュリティに関して大企

業と同様な要求があるにもかかわらず、

保安要員採用や専門的なセキュリティ技

術に投資する資金が不足している。当社

は『 クラウドベースのセキュリティと

サービス』により、この顧客層を対象と

した映像監視サービスを提供している。

インターネットを介して遠隔から建物を

保護し、ユーザがアプリケーションを使

用して事業所の状況をいつでもチェック

できるサービスだ。製品開発と導入のサ

イクル全体にわたり、当社内の製品部門

とサービス部門の専門知識を利用するこ

とができる。『クラウドベースのセキュ

リティとサービス』は今年末の提供開始

を予定している。現時点のサービス地域

はドイツとオランダだ。 この最初のス

テップが終わった段階で、2013年早々

にも新しい製品やサービスを追加し、

サービス地域を広げる計画だ｣。

ホームオートメーション

米国でのホームオートメーションの

高成長率と並ぶ形で、欧州は引き続き世

界第2位のホームオートメーション市場

だ。スイスコム社やボウイグェス・テレ

コム社など、欧州の幾つかのサービスプ

ロバイダと電話会社がホームオートメー

ションサービスを開始している。IMSリ

サーチ社は、最近の報告書で次のように

指摘している。｢ドイツ・テレコム社の

Qiviconソリューションのように、提携

先の企業が自社ブランド展開できるホワ

イトラベルの共通プラットフォームを開

発している企業もある｣。IMSリサーチ

社接続技術担当取締役補佐リサ・アロウ

スミス氏によると、欧州市場では、スマー

トプラグやHVAC制御など、エネルギ管

理がホーム管理システムの推進力になっ

ている。｢様々な規格や独自仕様の技術

が使われているため、接続技術へのアプ

ローチがさらに細分化されている｣と同

氏は言う。

完全なIPへの学習曲線

欧州でもIPの普及率は国によって異な

る。欧州市場では依然としてアナログ製

品が優勢で、約20%～50%をアナログ

が占めている。世界の他の地域の方が、

はるかにIPの採用が進んでいる。しかし、

欧州の場合IPに移行するスピードが国に

よって異なるため、 ハイブリッドソ

リューション、HD-SDI、高度なアナロ

グ製品など様々な選択肢の余地がある。

｢IP映像製品の成長率が最も高いのは、

スイスとオランダとスカンジナビア諸国

だ｣とウィリアムズ氏は言う。｢これらの

国々はDSLネットワークの早期導入組

だった。ドイツはISDN電話網に早い時

期から莫大な投資をしてきた経緯があ

り、市場の性質も保守的なので、ドイツ

でIP製品が全面的に採用されるには、ま

だ少し時間がかかりそうだ。状況は急速

に変化しており、IP映像はドイツで特に

好調だが、まだ周辺の国々ほど全体的な

普及率は高くない｣。

｢北欧州諸国では全般的にIP映像の普

及率が高い｣とホークスウオルス氏は語

る。｢特にスウェーデンで監視に対する

保守的な考え方が変わりつつあり、IP映

像の需要が拡大する可能性がある。その

原因は悲しいことだが犯罪だ。まさかと

思うような犯罪もあるが、ここ数年の間

に起こったテロ事件は紛れもなく現実

だ。スウェーデンでは最近、新技術であ

るIPを応用した高度なセキュリティが検

討されるようになった。他の欧州諸国と

は異なり、アナログの長い歴史があるわ

DACH市場が堅調であったため、欧州全体としては成長率の帳尻が合う結果になった。

タイコ・セキュリティ・プロダクツ社
EMEA＆西欧州営業担当取締役
エリ・ウィリアムズ氏
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けでもない。IP映像なら、様々なシステ

ムと簡単に統合することができる｣。

｢英国では長年アナログへの投資して

きたため、IP映像の成長は比較的ペース

が遅い。経済的な制約から旧来のアナロ

グシステムをそのまま使い続けている顧

客もいる。もう一つの要因が、英国の法

廷におけるIP映像の証拠能力だ。遅延時

間が存在するため、証拠として弱いと判

断される可能性がある。映像録画の瞬間

的な性質を考慮すれば、遅延時間により

信頼性が損なわれる｣。

一部の企業は地域差を考慮し、 製品

マーケティングに新しい戦略を採用して

いる。｢アナログからIPに移行するペー

スは、全ての欧州諸国で均一ではない。

そのため当社はアナログの市場需要があ

る限り、アナログ製品の改良とサポート

を継続する予定だ｣とサムソン・テック

ウィン社欧州営業＆マーケティング担当

取締役ギャリ・ロウデン氏は語る。｢完

全なIPソリューションへの足掛かりにな

るハイブリッドソリューションの開発も

継続する。その一方で、当社のIPネット

ワークベースの製品ラインナップは、顧

客と協力して新しいビジネスを獲得する

ロックの方が広く利用されている。｢一

部の企業環境では、読み取り装置と、既

存の機械式ロックのアドオンとして電気

機械式ロックとを併用する傾向が見られ

る｣ とHIDグローバル社欧州営業担当取

締役フォルカ・クンツ氏は言う。

携帯接続は明らかに有力な潮流だ。2

～3年以内に、NFC対応のスマートフォ

ンを使用した入退管理などのアプリケー

ション開発が活発化すると予測される。

｢当社はノルウェーのある企業向けに

全てのIDカードを集中管理し、世界各地

の従業員に、サービス品質保証契約で定

められた48時間以内に個人用カードを

発送できる体制を整えている｣とクンツ

氏は語る。｢ 成熟した市場では個人用

カードの需要があるが、ロシアや東欧州

諸国はまだ価格重視の市場のため、そう

した需要は見られない。さらにプライバ

シの問題から、企業データを外部に委託

することについては当然ながら抵抗があ

る。当社はほとんどの場合、読み取り装

置とデータが記録されていないカードを

販売している｣。

｢一部の成熟した市場では、公益事業、

電力、銀行、製薬、官公庁など特定の業

種を中心に、より高度なセキュリティへ

の関心が見られる｣と同氏は言う。｢こう

した業種では企業買収も活発に行われて

いる。通常、企業ごとに異なる入退管理

システムが使用されているが、別々のシ

ステムを1つのソリューションに統合す

る動きが見られる。物理アクセスを移行

する技術や製品は当社が得意とするとこ

ろだ｣。

空港と宿泊施設

欧州では空港と宿泊施設の改築事業

が相次ぎ、入退管理市場の成長を促進し

ている。｢現在、欧州の全ての国の空港

で関心を集めているのがセルフボーディ

ための武器になる｣。

｢既存のアナログシステムから完全な

ネットワーク監視ソリューションへの段

階的な移行を希望している顧客の便宜を

図るため、当社では、有力な独立系ソフ

トウエア開発企業の映像監視ソフトウエ

アに当社製カメラとDVRとNVRを統合

する計画を急ピッチで進めている｣と同

氏は言う。｢これにより、顧客は当社製

品を他のメーカ製の機器とともに制御す

ることができる｣。

しかし、IPは絶えず進化している。

｢IP技術がセキュリティ業界の今後の方

向性であることは間違いない。品質と統

合、設置とセットアップ、保守点検など、

あらゆる点で無視するわけにはいかない

多くのメリットがある。ただし、IP映像

CCTV技術では、カメラの画質や統合、

圧縮率や光感度などの点で、まだ改良の

余地が大きく残されている。ネットワー

クセキュリティ自体も、もっと進歩する

と思う｣とASP 社(グルンディグ・セキュ

リティ)CEOルドウィグ・ベルグシュナ

イダ氏は語る。

入退管理の高い成長率

欧州では電子式ロックよりも機械式

欧州は中東に比べて大型案件が低調であるため、住宅セキュリティの重要性が高まっている。
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ング方式ゲートだ｣とカバ社グループ広

報担当上級副社長マーチン・バーンメラ

氏は言う。｢セルフボーディング式ゲー

トを欧州で最初に導入したのは、ドイツ

とオーストリアとスイスの空港だ。この

潮流と並行して、セキュリティ区域の正

面に搭乗券管理ゲートを設置する動きが

ある。現在手動で行っている業務を自動

化し、統合型ソリューションにするのが

目的だ｣。

宿泊施設の分野では、今後2～3年で

RFIDロックとネットワーク・ロックが

普及する見込みだ。バーンメラ氏の見通

しは以下の通りだ。

RFIDロック: 欧州では新築時や改築

時に導入する新技術として、磁気ストラ

イプカードは候補に挙がっていない。

RFIDに人気が集まるのは、使いやすさ

の他に、携帯電話など磁場の発生源に近

付けても磁気ストライプ・カードのよう

に消磁することがないからだ。

ネットワークロック: 大規模なホテル

ほど、ネットワーク・ロックを検討する

傾向がある。オンライン・ロックにより

大規模施設の運営が容易になるからだ。

例えば、特定のスタッフのキーを無効に

する通知を全てのロックに配信すること

ができ、それぞれのロックまで出向いて

キーを無効にする労力を節約できる。

統合型システム: 統合型システムに関

しては、不動産管理システム、エネルギ

管理システム、客室オートメーション、

タブレットを利用したフロントデスク・

システムなど、他社と連携して統合型の

ソリューションを提供することが要求さ

れる。熾烈な競争のある市場で、ホテル

経営者が差別化に努めており、宿泊体験

の質の向上がきわめて重要だからだ。

集中型監視映像と警報の統合

多くの監視センタで、誤認警報を減ら

大幅に減少すれば、中央監視基地で時間

を節約できるため、より多くの施設を遠

隔管理し、別のサービス提供に時間を使

うことができる｣ とエクストラリス社

DACHマーコム責任者ダニエル・クロン

ケ氏は言う。｢その結果、中央監視基地

の毎月の収益の大幅な増加につながる。

このソリューションはドイツ市場で安定

した成長を示している｣。

｢当社は、検出と目視確認の情報の組

み合わせにも取り組んでいる。例えば、

赤外線動作検知器と映像解析を組み合わ

せて、境界の防御を強化することができ

る。より信頼性の高い早期検出が可能に

なるだけでなく、誤認警報率の低減にも

つながる。当社のセキュリティ製品と人

命保護製品の組み合わせにも、このアプ

ローチを応用する予定だ。当社では近い

将来、1つのリモート監視ソリューショ

ンに全ての当社製品を統合し、様々な用

途に使えるようにすることを目標にして

いる｣。          

す目的で映像の採用を開始している。欧

州の様々な国でこの傾向が見られる。

｢RSI技術が確立されたのは2000年の

ことだ。当社はその年、監視センタを対

象に市場調査を行った｣ とRSIビデオ・

テクノロジ社事業開発責任者レギス・ル

ラツァ氏は語る。｢全体の97～98%が誤

認警報だと判明した。

フランスでは、警報目視確認を怠って

警察に出動を要請し、誤認警報だった場

合に649ドルの手数料を徴収される。そ

のため、監視センタに映像証拠がなけれ

ば、警察抜きで対処せざるを得ない。こ

の需要が発生したのは1996年だった。

スペインでも3年前、同様の法律が施

行された。スイスでは地域ごとの独立性

が高かったため、昨年やっと同様の法案

が可決され、映像警報システムの需要が

高まっている｣。

他の企業は、DACH地域で警報の目

視確認の普及に努めている。｢映像と既

存の警報の組み合わせにより誤認警報が

EU委員会は2012年、欧州のセキュリティ業界に刺激を与え、セキュリティの真の域内市場を成立させる目的で、
幾つかの対策を提案した。
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中　東

中東のセキュリティ市場は金融危機

からいち早く立ち直り、｢統合｣と｢IP｣へ

の道をひた走っている。天然資源に恵ま

れ、社会基盤整備が目覚ましい中東では、

人と財産と投資を守るための方策が求め

られている。中東市場の潜在力はきわめ

て大きいが、活況を呈している市場は地

域ごとに異なる。｢EMEAで成長率が最

も高いのは、 明らかに湾岸地域だ｣ と

ジェネテック社EMEA営業担当副社長兼

常務取締役テッド・ガリ氏は語る。｢こ

の地域ではセキュリティの要求がはっき

りしており、市街地監視やナンバプレー

ト認識の需要が拡大している。中東には、

必要なセキュリティ・ソリューションを

実現するだけの予算がある｣。

中東地域には約400万人が住み、教育

機関や空港などの社会基盤整備を拡大し

ている。政府も各種機関も企業も、昨今

の多様化し深刻化する脅威から関係者を

守る必要性を認識しており、 セキュリ

ティ製品への投資が増え続けている。資

金豊富なサウジアラビア政府は、教育と

社会基盤と医療を改善する目的で、

2014年末までに4,000億米ドルを支出

する計画だ。さらに中東経済ダイジェス

ト紙の予測によると、サウジアラビアで

は2013年に800億ドル以上の予算が認

可される見通しだ。2011年と比べて実

に36%の増加で、交通と不動産、電力

と水道に関連する商談では、この王国が

明らかに中東随一だ。

今年、世界最大のターミナルであるド

バイ国際空港の第3ターミナルで、100

台の入国管理スマートカウンタとスマー

トゲートの第一期導入工事を開始した。

高度なシステムにより、旅客の虹彩と顔

の画像を認証し、入国管理業務を大幅に

スピードアップすると同時に、最高水準

のセキュリティを確保することが目的

だ。同空港では、2014年までに4つの

ターミナル全部でこのシステムを導入

し、7,500万人の旅客に対応する予定だ。

クウェート中央銀行の新しい本社屋は、

2005年に着工し2013年に完成予定だ。

41階建て、14万平方メートルの同ビルで

は、TPSコンサルト社がテロ対策を考慮

して設計したセキュリティ・システムを

採用する。さらに、2022年FIFAワールド

カップ開催予定地のカタールでも、宿泊

施設と社会基盤と競技場を中心にセキュ

リティ・システムへの投資が続いている。

中東では最新の映像監視技術の需要

が大きい。そのため、IMS リサーチ社

によると、アラブ首長国連邦(UAE)では

約15%の年間成長率、サウジアラビア

では2011年から2016年までに平均

25%の成長が見込まれている。 また、

顧客の要望はエンドツーエンドで接続さ

れたソリューションのため、新規案件の

約70%でIPシステムを採用している。

既にIP映像監視はアナログを上回る普及

率を示し、2011年には53%になった。

アラブ世界の台頭により、この数字は

2016年には79%まで増加すると予測さ

れている。アナログからIPへの転換では

UAEが先頭を走ってきたが、幾つかの

理由から、サウジアラビアがこれを追い

越すものと見られている。第一に、サウ

ジアラビアは常に石油の年間産出量を低

めに予測してきたため、社会的支出に使

える余剰資金が豊富である。第二に、イ

スラム圏の保守的な金融制度のため、サ

ウジアラビアは世界的景気後退の影響を

免れている。

一方、UAEでは、欧米の銀行の強力

な存在感、不動産への莫大な投資、限ら

れた石油産出量により、依然として景気

後退の影響が感じられる。

映像監視技術が中心的な成長分野で

あるとは言え、需要と商機は国により異

なる。この業界の成長は2010年以来の

景気回復によるものであり、社会基盤や

交通関連の各種事業が原動力となり、驚

異的な年間成長率を示している。IP技術

の普及は、2016年までに大幅に加速す

るものと予測される。サウジアラビアで

は、病院や教育機関や空港などの大規模

社会基盤事業が、ネットワーク映像監視

の普及率を引き上げると予測される。　

イランでは市街地監視が大きくク

ローズアップされており、クウェートで

は2013年に銀行関連の大規模事業が確

定している。

中東のセキュリティ業界は、多くの

商機に恵まれた明るい見通しがあり、

西欧州や北米などの成熟市場に追いつ

く勢いだ。
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景気が回復しつつあるとはいえ、米国の

セキュリティ市場にとり2013年は厳し
い年になるだろう。新興地域とは異なり、

過去3年間の北米の成長率は約6～7%と
いう低い水準に留まった。困難な時期こ

そ、新しいビジネスモデルや新しい専門

市場の開拓で、セキュリティ専門企業の

力が試されようとしている。

2012年、米国市場には若干の景気回

復が見られたが、2013年は厳しい年に

なるだろう。他の新興地域とは異なり、

北米の業界成長率ははるかに低く、 メ

ムーリ・ビジネス・インテリジェンス社

によると過去3年間の集計は約6～7%

だ。顧客は厳しい経済局面を前提に、今

までの投資を最大限に活かす方法を絶え

ず探し求めている。同時に、セキュリティ

専門企業は、純粋なセキュリティ技術に

上乗せする形で付加価値を高める必要に

迫られている。

変革ではなく進化

米国が経済危機から徐々に回復する

につれ、セキュリティ機器への支出も少

しずつ持ち直している。｢新製品により

セキュリティを変革する代わりに、企業

のセキュリティ・システムは進化しつつ

ある。言い換えると、セキュリティ業界

は従来のような壊して置き換えるセキュ

リティ強化プログラムではなく、既存基

盤を要求に合わせて適応させる方向性が

求められる｣とCNLソフトウエア社マー

ケティング責任者アドラン・フセイン氏

は指摘する。

セキュリティ機器が収益を生み出す

ための投資ではなく、付帯的なコストと

見なされている現状から、ほとんどの顧

客は製品が使い古されたり、要求を満た

せなくなったりするまで取り換えようと

しない。アナログ製品は安価で導入が容

易であるため、｢出荷台数では今のとこ

ろまだIPやHD-SDIを上回っている｣ と

TMBA社セキュリティシステム顧客営業

担当ジョージ・ハンパリゾウミアン氏は

語る。

成熟した米国市場は
低成長
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｢一部の企業でネットワークカメラの

販売台数が増加したと報告されている

が、営業の主流は依然としてアナログカ

メラ｣とキントロニクス社社長ボブ・メ

スニック氏は言う。

しかし、フセイン氏はこうした見方を

否定する。｢当社の見解では、新規案件

に関しては、IPはアナログをすでに追い

抜いている。何人ものコンサルタントが、

ここ2～3年、アナログの案件は手掛け

ていないと言っている｣。今の米国市場

でどちらの技術が主流であるかにかかわ

らず、IP製品の需要の増加は、全ての業

界専門家が異論の余地なく認めるところ

だ。アナログからデジタルへの転換期を

迎えたセキュリティ業界で、2012年は

映像監視の当たり年だった。

アナログは依然として使われている

が、直近の将来の潮流は間違いなくIPだ。

しかし、顧客はアナログ機器にかなり投

資してきたため、全面的なIPシステムに

転換するわけにいかない。そこで、既存

のアナログ機器にIP技術を統合した混合

構成を選ぶことになる。この方法なら、

ネットワークカメラの優れた画質と解析

機能を利用しながら、既存のアナログ製

品を有効に活用できる。｢今のように先

行き不透明な時期には、以前にも増して

そうする必要がある。IPは明らかに潮流

だが、ハイブリッドモデルとエンコーダ

の使用事例が非常に多い｣ とインテリ

ジェント・セキュリティ・システムズ社

CEO最高執行責任者アルイシオ・フィ

グエイレド氏は語る。

アナログとIP映像の併存をサポートす

るには、システム構築社の果たす役割が

極めて重要だ。IPを採用すると、セキュ

リティシステムがITなど他のシステムに

も影響を及ぼす。そのため、販売後のサ

ポートが従来以上に重要になっている。

当然のことながら、予算が最適

な額を下回るのであれば、付加

価値の重要性が今まで以上に高

まる。｢競合他社が懸命にチャ

ンスを狙っているのも確かだ。

当社は世界中どこでも顧客企業

を定期的に訪問し、何か問題を

抱えていないか、状況を把握す

るよう習慣付けている｣ とフィ

グエイレド氏は語る。

主な個別市場

小売市場と中小企業向け市場

マーケット＆マーケット社の

報告書によると、 全世界のセ

キュリティ市場は2017年に約24億米ド

ルの規模に達し、2012年から2017年ま

での平均年間成長率は31.5%と予測さ

れている。2011年の世界市場での北米

のシェアは37.5%で、 次いで欧州の

34.82%だった。

IHSグループの一員であるIMSリサー

チ社によると、2012年の米国の中小企

業向け市場の規模は5,000万ドル以下と

推定される。映像解析の技術的な進歩と

VSaaS (Video Software as a Service) 

ビジネスモデルの導入により、小売市場

と中小企業向け市場でこれらの新技術を

セキュリティに応用できるようになっ

た。これらの市場は米国で最も成長率の

高い分野になっている。

｢タイコ・インテグレート・セキュリ

ティ社とタイコ・グローバル・アカウン

ツ社では、幅広い映像管理ソリューショ

ンとサービスを各国向けに提供してい

る。一部の国では技術のみを提供し、そ

の他の国では顧客の映像をクラウドで管

理することも可能だ。映像を確認して誤

認警報による損失を低減できるので、管

理サービスに顧客の関心が集まってい

る。特に米国とカナダでは、この種のサー

ビスへの需要が高まっている。予算が限

られ、人員削減を余儀なくされている企

業が多いため、VSaaSがとくに人気を集

めている。映像管理を導入すれば、守衛

を雇う必要もなく、当社監視センターが

24時間年中無休体制で提供するセキュリ

ティサービスを利用できる｣ とタイコ・

インタナショナル社国際顧客営業担当上

級取締役レナエ・リアリ氏は語る。

教育機関

各地の学校で銃乱射事件が立て続けに

発生した結果、教育機関は大幅な成長率

を示した唯一の専門市場になった。こう

した悲劇的な事件が起こると、該当する

施設の安全意識が高まる。例えば7月に

コロラド州の映画館で銃乱射事件が発生

して以来、各地の映画館が安全策を強化

し、仮装やマスクを着用した人の入場を

断るなどの措置をとっている。公共の場

所への警察の出動も増えている。ただし、

上記の事件そのものは物理セキュリティ

の売上増につながっていない。｢今のと

ころ、あの事件はあくまで異例の出来事

▲ CNLソフトウエア社マーケティ
ング責任者アドラン・フセイン氏

▲インテリジェント・セキュリティ・
システムズ社CEO最高執行責任
者アルイシオ・フィグエイレド氏

▲キントロニクス社社長
ボブ・メスニック氏

▲TMBA社セキュリティシステム
顧客営業担当
ジョージ・ハンパリゾウミアン氏
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であり、潮流とは見なされていないよう

だ｣とフィグエイレド氏は見ている。

このような状況に対処するにはセ

キュリティ機器だけでは不十分である。

銃の乱射を防ぐには、適時な監視と対策、

地域社会による相対的に完全な関与も必

要だとトランセキュア社CEOアート・

コサトカ氏は言う。

高等教育機関が成長著しい有望な専

門市場であることは、多くの業界専門家

が認めるところだ。事件の発生を検知す

るには、キャンパスの物理セキュリティ

が有効だとフセイン氏は言う。｢問題は、

適切な対応を一貫して効率よく行い、膨

大な量の警報イベントを効率的に管理で

きるかどうかだ。この問題を解決するた

め、P S I M ( P h y s i c a l S e c u r i t y 

Information Management：物理セキュ

リティ情報管理) に戻る高等教育機関が

増えつつある｣とフィグエイレド氏は語

る。｢大学では事件が起こった時に全て

の学生に知らせることができるよう、セ

キュリティ対策を統一する動きが見られ

る。さらに、顔認識と入退管理の組み合

わせによるセキュリティの強化などが検

討されている｣。全体として、教育機関

ではセキュリティの統一だけでなく、セ

キュリティ上の問題への最適な対処に関

心が集まっている。

ホームセキュリティ

ユーザーがWeb対応機器を使って自

宅を制御できるIPベースのホームオート

メーション・サービスの人気が急上昇し

ている。ホームオートメーション技術は

かなり前から存在していたが、広く普及

するようになったのは最近のことだ。機

器価格が下がり、スマートホーム技術が

エンドユーザの手に届きやすくなった。

ストラテジ・アナリティクス社によると、

トホームソリューションを提供している。

ALPR/LPR用途の拡大

米国のA L P R / L P R ( A u t o m a t i c 

License Plate Recognition / License 

Plate Recognition車両ナンバプレート

認識) 市場は2011年の時点で6,800万ド

ル規模と推定され、今後5年間で2倍以

上に成長すると予測されている。主な成

長要因は、犯罪の検知と捜査を目的とし

た情報化警察だ。IMSリサーチ社による

と、 ほとんどの州が予算の制約から

ALPR/LPR技術を未導入だが、いずれ

資金が拠出されると見られる。50万台

以上の車両を保有する米国警察機関は防

犯と警察活動のため、この技術に莫大な

投資を行うと予測される。ただし、ナン

バープレート形式の増加が、ALPR/

LPR技術とその将来的な成長に課題を

投げかける懸念がある。

警察だけでなく、 その他の事業体も

ALPR/ LPRを導入し、車両への関与を

自動化している。この技術は交通規制や

方向制御の自動化に役立つだけでなく、

必要な人的資源の削減にも貢献する。

｢自動化が至上命令になる傾向がますま

す強まっている。自動化にうまく対応す

るほど、 製品の需要が大きくなる｣ と

フィグエイレド氏は語る。          

米国では約6%の家庭が｢スマート｣に分

類される。

BCCリサーチ社によると、米国のホー

ムオートメーション市場規模は2010年

に約32億ドルだったが、2016年には55

億ドルを超えると予測される。この市場

の成長要因は、安心感や生活の質的向上

だけでなく、エネルギ利用の効率化を求

めるエンドユーザ需要にある。

米国の家庭では年間100億ドルがホー

ムセキュリティサービスに費やされてい

る。パークス・アソシエイツ社の報告で

は、映像監視ホステッドサービスへの移

行により、住宅市場での管理サービス時

代が遂に到来し、近い将来、小規模商業

向けビジネスが後続すると予測される。

遠隔映像監視やホームオートメーション

などの利点から、2016年までにホーム

セキュリティ市場は30%の拡大が見込

まれる。

VSaaSに様々なサービスを統合する

ことで、より総合的で費用対効果の高い

サービスが住宅市場にもたらされる。ス

トラテジ・アナリティクス社によると、

米国では約20%の家庭が月額制の専門

家監視を利用している。 顧客は、

VSaaSを利用することで、手頃な料金

で遠隔地で映像表示することができる。

そのため、住宅市場には潜在的な成長力

がある。

主な推進要因の一つは、 管理方式の

ホームコントロールに参入するサービス

プロバイダの増加だ。IMSリサーチ社に

よると、ADTセキュリティ・サービス社、

ヴェリゾン・ワイヤレス社、コムキャスト

社、ロジャース・コミュニケーションズ社、

タイムワーナー・ケーブル社、コックス・

コミュニケーションズ社など、米国の電

話会社と警備会社の多くが、既にクラウ

ドを利用した管理サービスによるスマー

▲ トランセキュア社CEOアート・コサトカ氏
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2012年、の全世界のセキュリティ

機器市場の総価値は、出荷価格で

205億7,000万ドルだった。映像監

視製品は49%に相当する100億ドル

で、 そのうちアジアの占有率は約

48%だった。現時点で最大のセキュ

リティ市場は先進経済圏だが、これ

をアジア太平洋地域が猛追して超え

ようとしている。アジア太平洋地域

の映像監視、セキュリティ関連機器

の市場は最速ペースで成長している

と複数のアナリストが指摘してい

る。さらに、アジア太平洋地域の生体

認証市場は年平均1 2 . 5 %成長し、

2016年には9億ドルの規模に達する

と予測される。リサーチ&マーケット

社の調査によると、北米や欧州の先

進市場はアジア、特に中国に市場占

有率を奪われつつある。2010年代の

終わり頃には、中国が1国で最大の市

場になると見られている。

アジアは今が商機

アジア太平洋地域には多数の新興経

済圏があり、官民とも社会基盤整備や建

設事業を活発に行い、セキュリティ業界

の成長に大きく貢献している。｢当社の

見るところ、アジアのセキュリティ市場

の主な成長要因は、依然として経済優先

度が非常に大きい点である。2013年、

成長は遅くなると予測しているとはい

え、 アジアのほとんど全ての産業でセ

キュリティシステムへの需要を後押しす

2013年も
快進撃が続く

アジア

世界経済は全体としてまだ低迷を続けて

おり、世界の多くの地域が景気後退の余

波から抜け切っていない。 そのため、

IMFは2012年4月以来、2度にわたり世
界成長予測を下方修正した。全般的に苦

しい景気情勢の中で、一部の地域ではセ

キュリティ業界が活況を呈している。過

去3年間セキュリティ業界の継続的な成
長が見られた地域として、幾つかの調査

報告書でアジア太平洋地域を挙げてい

る。今後数年でさらに成長が見込まれる

地域としても、やはりアジア太平洋地域

を選んでいる。

32 |   Mar/Apr 2013

特集



る、持続性のある重要な営業活動が展開

されるだろう｣と、アデムコ(ファーイー

スト)社営業＆マーケティング事業部取

締役パトリック・リム氏は語る。

2013年に成長が予測される主な業種

は地域内でも様々だが、官公庁から民間

銀行まで多岐にわたっている。｢業種に

より成長に違いがあると思われるが、ア

ジア太平洋地域の場合、主な専門市場は

銀行と金融、小売と交通運輸だ。それに

加えて、物流が2013年も引き続き成長

が予測される分野だ｣とタイコ・インタ

ナショナル社アジア担当国際顧客営業専

門市場取締役アラン・パーカ氏は語る。

政府が主体になって市場の拡大を促

進している国もある一方で、民間の投資

活動が急増している国もある。｢アジア

では、政府支出が重要な成長要因だ。と

くに中国とマレーシアとシンガポールが

顕著だ。フィリピンではホテルやメディ

アサービスを中心に非常に強力な事業活

動が見られる。インドネシアでは技術系

サービス部門がそれに該当する｣とリム

氏は言う。

クラウドへの移行

アジア太平洋地域では、中小企業向け

のクラウド市場の競争が激化している。

ホスティングとクラウドサービスのコン

サルタント企業パラレルズ社によると、

アジア太平洋地域での中小企業向けクラ

ウドサービスの2012年の市場規模は76

億ドルで、38%の年平均成長率で成長

し、2015年には198億ドルに達すると

予測される。中国には330万社、インド

には350万社の中小企業が存在し、この

2か国が市場を牽引すると見られる。中

国では72%の中小企業がまだサーバを

導入しておらず、インドでは78%の中

小企業が今後3年以内にホステッドサー

バやホステッド基盤機能を追加する意向

があり、これらの市場の潜在力は高い。

全体として、アジア太平洋地域の国々の

中小企業はクラウドサービスの導入に極

めて意欲的で、高額な初期費用なしで導

入できる柔軟なコスト構造が企業を惹き

つけるとリム氏

は見ている。

同様に、タイ

コ社はクラウド

コンピューティ

ングの可能性に

注目している。

｢IMSリサーチ

社によると、

2011年に販売

されたDVRの約65%がイーサーネット

対応と推定される。これは、クラウド経

由で映像を配信してセキュリティ以外の

関連ソリューションに利用する潜在的な

市場の存在を示すものだ｣とパーカ氏は

指摘する。

アジア太平洋地域のパブリック・クラ

ウドサービス市場は、全世界最速ペース

で成長すると予測されるが、その原因は

中小企業群での急速な普及にあるとマー

ケット・インテリジェンス社上級アナリ

ストのサウラビ・シャルマ氏は言う。

東南アジアに注目

米国商工会議所の試算によると、ア

ジアでは今後10年間で約1兆ドルに相当

する各種社会基盤整備事業が外国から

の投資を呼び込むと推測される。｢IT企

業のアジア太平洋地域への投資が増え

るにつれ、2013年はこれらの企業から

のエレクトロニクス関連の要求がさら

に高度化すると予測している｣とパーカ

氏は言う。

アジア諸地域の中でも、特にインドネ

シアとタイを見落とすわけにはいかな

い。｢セキュリティ関連の政府支出が減

▲ タイコ・インタナショナル社
アジア国際顧客営業専門市場担当
取締役アラン・パーカ氏

▲ アデムコ(ファーイースト)社営業＆
マーケティング事業部取締役
パトリック・リム氏

▲ インドネシアは急成長しつつある新興市場であり、セキュリティ業界にとって潜在力は大きい。
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義美食品（I-Mei Foods）は 1934 年に設

立された台湾最大の食品会社の 1 社で、人

気のスナック菓子や飲料を消費者に提供し

ているだけでなく、世界の食品サプライ

チェーンにおいても重要サプライヤの 1 

つに成長を遂げています。従来の製造工

場に加え、展示空間に製造設備の展示と

製造プロセスのライブデモンストレーショ

ンの 2 つの生産エリア、販売、自然公園を

組み合わせた、独自の公開施設である義美

食品観光工場（I-Mei Apprentices Training 

Center）を擁しています。

背景 - 慎重な計画プロセス
最近、義美食品はこの工場のセキュリ

ティシステムをアップグレードするべく、

このプロジェクトの計画と実施に VIVOTEK 

を選択しました。このプロジェクトにおけ

る会社の目標は 3 つありました。第一に、

システム管理者が中央制御室から工場全体

の各場所を遠隔監視できるようにするこ

と、第二にクリアな高精細ビデオを取得す

ること、そして第三に安全な自律型のネッ

トワーク環境にシステムを実装することで

す。

新しいシステムは、従来の低解像度 CCTV 

カメラに基づいた元のセキュリティインフ

ラストラクチャからの大規模なアップグ

レードとなります。

メガピクセル級の IP カメラが必要とする

高帯域幅のデータ転送ニーズに対応するた

め、このアップグレードでは光ファイバー

ネットワークの導入が必要となりました。

プロジェクトのもう 1 つの課題は、システ

ムで監視する必要がある環境の多様性で、

2 つの生産エリアだけでなく、屋内と屋外の

両方のエリアも監視に含める必要がありま

した。

ソリューション - 強力な機能と
簡単なアクセス

このプロジェクト全体で、281 台の 

IP8332 と 11 台の IP8335H カメラを含む

合計 330 台のカメラが展開されました。1.3 

メガピクセルの IP8332 砲弾型ネットワーク

カメラが生産エリア全体に設置され、義美

が必要とする高解像度のビデオを提供しま

す。本来屋外環境向けに設計された IP66 仕

様のハウジングを装備した IP8332 は、これ

らのエリアで時折生じる高温と高湿にしっ

かりと対応します。

11 台のメガピクセル砲弾型ネットワー

クカメラ IP8335H も屋外用途向けの設計と

なっており、これらは工場のグラウンドや

入口などに配備されました。VIVOTEK の高

度なワイドダイナミックレンジ（WDR）テ

クノロジーの搭載により、IP8335H は光線

条件の変化にも対応し、細部までクリアな

映像を確約できる最適なカメラです。WDR 

テクノロジーは、明るい場所と暗い場所が

同時に存在する場合でも視野全体で細部ま

でクリアな映像を確保できます。優れた高

解像度画質と WDR の組み合わせにより、

IP8335H は工場を出入りする車両のナン

バープレー

トをはっきり

と映し出すなど

の高度なタスクにも対応できます。

義美の新しいセキュリティソリューショ

ンにおけるこれら 2 つの大黒柱に加え、

VIVOTEK はさらに、工場全体のエレベー

タ内部監視用に 37 台のドーム型カメラ

を、エコビレッジパークエリアの監視用に

SD8362E をそれぞれ設置しました。後者は

強力な 20 倍ズームと WDR サポートを提供

する 2 メガピクセルの最高位モデルです。

義美は主にエコビレッジの魅力を視覚的に

伝える映像をキャプチャするためにこのカ

メラを使用しています。フル HD ビデオ機能

を搭載したこのカメラはこの目的に最適で

す。

お客様のフィードバック
この新しい VIVOTEK 提供のセキュリティ

システムを実際に使用した義美の技術部

門マネージャ、Zhao Zhen-cong 氏と Yang 

Sheng-kai 氏は、その体験について次のよ

うに語っています。「このシステムの映像

は非常にクリアです。出入りする車両のナ

ンバープレートを確実に識別できるだけで

なく、販売エリアではレジ係による処理を

はっきりと見て取ることができ、お客様と

の間でやりとりされる紙幣の額面金額まで

わかります。VIVOTEK は計画段階からテク

ニカルサポートの提供まで、非常に協力的

でした。このシステムは全体としてとても

シンプルで使いやすく、すべての機能にア

クセスする方法も簡単に学ぶことができま

す」。
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少する兆しは全くない。また業績好調な

企業、特に高額部品や高級品を扱う業種

で、セキュリティへの支出が続くと予測

している｣とリム氏は語る。テロ攻撃や

大規模な自然災害、犯罪率の上昇により、

政府と一般市民の間でセキュリティの意

識が高まっている。同時に、政府主導の

事業が、 多くのアジア諸国でセキュリ

ティ機器の需要を増やしている。

インドネシア

インドネシアにおけるセキュリティ

機器の需要は、政府部門のほか、成長著

しい建設と商業、工業と住宅部門に至る

まで、様々な専門市場のニーズに支えら

れている。とくに工場と商業ビル、公共

施設と石油・ガス田の採掘現場、空港と

港湾において、セキュリティ機器と安全

機器の需要が著しく増大している。

2012年5月27日、インドネシアのス

シロバンバン・ユドヨノ大統領は、イン

ドネシア経済開発加速拡大マスタープラ

ン (MP3EI) を発表した。同国はこのプ

ランを2025年まで実施する。MP3EIの

目標は、GDPを4兆5,000億ドルに押し

上げ、 国民1人あたりの所得を現在の

3,000ドルから1万5,000ドルに増やす

ことで、2025年までにインドネシアを

世界第17位の経済大国にし、上位10の

経済圏の1つに位置付けることだ。

例えば、インドネシア政府は2012年、

MP3EIで規定される農業と鉱業、エネ

ルギと工業、海運と観光、通信と戦略分

野という8つの分野の発展のため、 約

410億ドルに相当する110の事業を計画

した。そのため、基盤整備が急務になり、

セキュリティ業界の活躍が期待される潜

在市場は非常に大きい。

タイ

2011年の壊滅的な洪水から立ち直っ

たタイ経済は2013年、米国大使館商務

部の試算によると6～8%の成長が予測

される。タイはアジアの高成長市場の1

つだけでなく、セキュリティ関連の商機

が豊富な、アジア最大のセキュリティ市

場でもある。タイのセキュリティ市場は

2012年末までに30%の成長率を達成す

ると見られ、この成長の70%がタイ政

府によるものだ。

政府のセキュリティの需要の原因と

しては、最近の麻薬対策の強化、カンボ

ジアとの国境緊張による監視技術の高度

化や輸送基盤強化の必要性、2004年以

来続く暴動によるバンコクおよび南部地

域の全般的なセキュリティ支出増、犯罪

発生率の上昇がある。米国大使館商務部

の推定によると、セキュリティ市場での

政府部門の占有率は50%と高水準で、

オフィス商業複合施設が30%、 残り

20%が産業施設と大学となっている。

この2年間のIPセキュリティ技術の普

及は驚くべきものだった。データ速度を

100Mbpsに高める全国規模のFTTH 

(Fiber To The Home) 事業が進行中で、

この潮流が今後も続きIPの市場成長率は

30～40%と予測される。民間部門でIP

ベース製品の採用が進んでいるだけでな

く、政府事業でもIPベース・システムが

指定されている。

今後数年間に、セキュリティ業界に商

機をもたらす政府部門の主な事業とし

て、タイ政府は鉄道網開発のため今後5

年間で56億ドルを拠出することを確約

した。そのほかにバンコク大衆輸送シス

テム、レムチャバン港、スワンナプーム

空港の拡張や、高速列車網への投資、刑

務所2か所の新設が予定されている。刑

務所分野に関しては、電子的な囚人監視

機能を導入し、刑務所への携帯電話など

の持ち込みを防止する計画だ。

商業分野では、業界専門家によると、

バンコクに新設される4か所の巨大商業

複合施設で新たに75万平方メートルの

小売業スペースが出現し、セキュリティ

機器の需要が発生すると見られる。セン

トラルプラザ・ラマ9とターミナル21は

2011年に完成し、メガバンナとセント

ラルエンバシはそれぞれ2012年と2013

年に完成予定だ。         

▲ タイは東南アジア最大のセキュリティ機器製品の市場で、市場全体の30%を占める。
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中国はセキュリティ業界の製造国として

だけでなく、セキュリティ市場としても

発展しつつある。中国のセキュリティ市

場は、同国政府が全国規模の安全城市計

画を開始した2006年以来、活況を呈し
ている。IHS iSuppli社の予測によると、
中国の監視市場は2015年に売上高114
億米ドルに達する見込みだ。現在の世界

的な経済不安にも関わらず、この市場は

年20%のペースで成長し、2020年には
最大のセキュリティ市場になると予測さ

れている。

2013年も引き続き監視機器の需要増が
予測される。2008年の北京オリンピッ
ク、2010年の上海万博、2011年の深圳
夏季ユニバーシアードの後、 セキュリ

ティへの政府支出は減少したものの、急

速な都市化によって中国のセキュリティ

市場は成長を続けている。中国には人口

500万人以上の都市が10、100万人以上
の都市が約150もある。

好調な専門市場と分野

監視

監視製品が好調な専門市場としては、

教育と空港、医療と競技場、交通とエネ

ルギ、通信と工業など様々な新しい分野

がある。富裕層の増加に伴い、高品質な

住宅用セキュリティ機器やサービスの需

要が喚起され、住宅セキュリティ市場の

シェアは15.8%という驚くべき水準に

達している。さらに、ネットワーク接続

のインテリジェントなデジタル製品な

ど、 ハイエンド機器への買い替えが

2013年の監視市場を成長の要因になる

と予測される。

中国政府主導の各種事業により、映像

監視機器の広範囲な導入に向けて引き続

き需要が作り出される。アナリストによ

れば、2011年の映像監視市場の成長率

は30%で、2015年には市場規模110億

ドルに達する可能性がある。そのほとん

どが政府主導である。その中でも2011

年から2015年までの第12次5か年計画

で、主要都市のデジタル・フレームワー

クが2015年までに完成する見込みだ。

例えば、2012年、カナダ企業キャント

ロニック社

は、中国南西

部の重慶市が

実施する監視

用ソフトウエ

ア提供の案件

で、1 2億ド

ルの契約を獲得した。この案件では50

万台のカメラを設置する。

民間部門では、収益の大きい中国市場

での市場占有率獲得に努める外国企業か

らの出張客の増加や、東洋の魅力に誘わ

れる熟年世代の観光客の増加を受け、ホ

テルとカジノで発生する商機も見逃すわ

けにはいかない。「当社では、特にマカ

オとシンガポールの高級ホテルとカジノ

を有望な専門市場と見なしている。通常、

大規模なホテルやカジノでは、1,000台

以上のカメラに加え、録画サーバや関連

インフラも必要だ」とエンセック・ ソ

リューションズ社営業責任者カイル・ラ

イ氏は語る。

入退管理

他の高い成長力を秘めたセキュリ

ティ分野として、中国の入退管理業界が

ある。IHSグループの一員であるIMSリ

サーチ社によると、商業および住宅部門

で意識が高まり、入退管理製品の需要が

拡大するとともに、交通機関や病院の政

府主導事業により、中国の入退管理業界

は今後2～3年にわたり12%以上の年間

成長率が予測される。

製品の潮流

グローバル・インパクト・コンサル

ティング社の予測によると、中国におけ

る安全やセキュリティの需要は、デジタ

ル技術、出入口守衛通信システム、ネッ

トワーク技術を応用した検査制御システ

ム、警告システムなどハイテク機器が中

心になる。         

中国,
セキュリティ業界に
響き渡る龍の咆哮

▲エンセック・ソリューションズ社
営業責任者カイル・ライ氏
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インドは、セキュリティ業界の成長著しい市場だ。セキュリティ機器の市場が過去3
年で年平均25%成長し、今後5年間この傾向が続くと予測されている。｢インドのセ
キュリティ市場は過去5年間着実な成長率を示してきた。年間成長率は15～20%だ。
通例に違わず、政府と民間企業が成長の主な原動力になっている。住宅部門も成長し

ているが、大幅ではない。この傾向は2013年も同様のペースで続くだろう。需要の
中心はCCTV製品で、その他の製品群も徐々に伸び続ける｣とジーコム・エレクトロ
ニック・セキュリティ・ソリューションズ社常務取締役プラモウド・ラオ氏は語る。

インド，
セキュリティ市場
に響く象の足音

市場の推進要因

急速な都市化とグローバリゼーショ

ンに伴う犯罪率の上昇とテロ活動の多発

が、セキュリティ機器とサービスの需要

増につながっている。マーケット・リサー

チ・リポート社によると、犯罪活動の頻

発と潜在的なテロ攻撃の危険性を背景

に、住宅、商業、企業部門を中心にセキュ

リティ機器の需要が生じている。｢小売

と不動産部門の成長と歩調を合わせる形

で、教育、社会基盤、航空など他の部門

でも成長し、需要の増加に対応している

｣とすパルシュ社常務取締役サンジェー

ブ・セーガル氏は語る。

インドのセキュリ

ティ市場は現在、 映

像監視機器と電子入

退管理、ITセキュリ

ティと個人セキュリ

ティサービスの4分野に大別される。映

像監視を含むセキュリティ機器が市場全

体の79%を占め、インタフォン3%、侵

入検知3%、残り15%がその他である。

需要のある個別市場

映像監視の分野では、最近出現したば

かりのホットな専門市場が幾つかあり、

これらが2013年も引き続き注目に値す

ると予測される。2008年にムンバイで

同時多発テロが発生して以来、特に映像

監視の動きが活発である。IMSリサーチ

社は、インドの市街地監視事業を今後5

年間で最も成長率の高い専門市場と位置

付けている。インド全28州のほとんど

の都市で市街地監視事業を計画している

ため、潜在力は極めて大きい。バンガロー

ルとコルカタの市街地監視事業は既に進

行中で、5,000台のカメラを設置するム

ンバイの案件は2012年後半に始まる予

定。スラトとアーメダバードについては

先進的な計画が既に確定している。その

他、映像監視の高成長率が見込まれる専

門市場としては空港で、2011年から

2016年までの間に売上高がほぼ4倍に

なると予測されている。

好調な分野

映像監視以外のセキュリティ分野で

も、膨大な需要が発生しつつある。企業

規模が大きくなるほど手動でセキュリ

ティを管理するのが難しくなる。その結

果、入退管理や時間、出退勤システムな

どの電子セキュリティシステムへの需要

が急速に拡大し、銀行や金融、保険サー

ビスのほか公共部門や製造業で、全社的

な管理のためこれらのシステムが導入さ

れている。

現時点で世界最大の生体認証案件で、

鳴り物入りでスタートしたアードハール

UIDプロジェクトは、全体で約33億米ド

ルの規模と推定される。 この案件は

2010年から3年間で10万人の新規雇用

と最大12億ドル相当のビジネス機会を

創出する見込みだ。2012～2013年の予

算として、インド政府は前年比47%増

の約3億2,000万ドルを計上している。

ムンバイ警察副署長で犯罪課に所属する

アムバダス・ポテ氏は、セキュリティ用

コストは支出でなく、一種の投資と考え

られるようになったため、今後さらに成

長率が高まる可能性があると見ている。

         

▲ ジコム・エレクトロニック・セ
キュリティ・ソリューションズ社
常務取締役プラモウド・ラオ氏

▲ スパルシュ社
常務取締役
サンジェーブ・セーガル氏

◀インドの市街地監視事業
は、 今後5年間同国で最も
成長率の高い分野と予測。
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DYNACOLOR JAPAN株式

会 社 は 2 0 0 6 年 6 月 に 台 湾

DYNACOLOR INCの日本法人

として設立され、同社製品の

日本市場拡大を担っている。

DYNACOLOR INCは1991年に設

立されAOI(光学検査装置)を手

始めに、その卓越したイメー

ジプロセッシングの技術を活

用し、CCTVの世界へ参入し

た。独自のマーケティング手

法で市場の要求する製品を先

行開発し、タイムリーに新製

品を市場投入することで急速

に市場シェアーを拡大してい

る。開発・設計・製造・販売

を一貫して自社で実施する事

で高性能、高品質、短納期、

低価格を実現している。 主
な
仕
様

〒102－0093
東京都千代田区
平河町1-1-1
平河町コート202
TEL 03-3265-0037
FAX 03-3265-0038
www.dynacolor.co.jp
info@dynacolor.co.jp

DYNACOLOR 
JAPAN

会
社
概
要

DynaGuard™ T シリーズ

製品概要 特　　長
		組み込みLinux

		フルHD	ローカルディスプレイ出力

		4つのIPチャンネル

		H.264	/	MJPEG録画・再生

		4Ch	PoEハブ	（Proモデル）

		IPカメラの自動復旧	（Proモデル）

		IP	 カメラのプラグ＆プレイを	
サポート	（Proモデル)

		音声記録

		フリーバンドルDynaRemoteTM	・	
DynaGuardTM	CMS

		iPhone、iPad、Androidスマート
フォンアプリをサポート

01

02

03

04

05

06

プラグ＆プレイ ・多機能NVR

Network	DynaGuard™	Tシリーズは、簡単操作NVRで、1080Pリ
アルタイム録画、デュアルストリーミング、フルHDディスプレ
イをサポートします。加えて、Tシリーズ	Pro	NVRは、PoEハブ
を内蔵し、IPカメラをプラグ&プレイ自動接続します。学校やコ
ンビニ、ガソリンスタンドなど地域社会に密着した小規模から中
規模の監視マーケットを対象にした製品です。
TシリーズNVRは、ローカルディスプレイ出力ポートで、追加オ
プションなしでフルHDのクリスタルクリアな映像をローカルモ
ニターに映し出します。また、Tシリーズ	Pro	NVRは、IPカメラ
のデュアルストリーミング機能と内蔵PoEハブで、ネットワーク
帯域を心配することなく、カメラの電源供給、ケーブル配線、そ
の他の付帯設備などの設置経費を抑えたいシステムインテグレー
ターにとって、パーフェクトな録画装置です。Tシリーズ	Pro	
NVRは、プラグ&プレイ機能により、ネットワークやユーザー
名、パスワード、その他複雑な設定いらずで、簡単にIPカメラの
接続ができます。

07

08

09

10

モデル名 T40 T40 Pro
システム
映像出力 (HDMI / VGA) 1024 x 768、1280 x 1024、720p、1080p
音声
出力 RCAラインアウトx 1
フォーマット PCM, G.711
録画 / 再生

H.264またはMJPEG 

(IP録画)

NTSC 120pps @ 1080P、720P、VGA （カメラによる）

PAL 100pps @ 1080P、720P、VGA （カメラによる）

H.264またはMJPEG

(IP再生)

NTSC 60pps @ 1080P、120pps @ 720P、VGA （カメラによる）

PAL 50pps @ 1080P、100pps @ 720P、VGA （カメラによる）

ネットワークと通信
ネットワークポート（アップリンク） RJ-45 x 1, 10/100/1000 Mbps
ネットワークポート - RJ-45 PoE付x 4, 10 / 100 Mbps
イーサネット - IEEE 802.3
一般

寸法 300 (W) x 55 (H) x 180 (D) mm

質量 1.5 kg 2 kg
温度 0°C ~ 40°C
電源供給 AC 100~240V, 12V / 5A, 60Wアダプター AC 100~240V, 48V / 1.87A, 90Wアダプター

彩富-J33.indd   23 13/2/20   下午1:37



自動ナンバプレート認識 (Automatic License Plate Recognition、ALPR/LPR) は、様々な用途で有効性が実証されている急
成長中の技術だ。IMSリサーチ社によると、2008年のALPR/LPR世界市場の規模は、推定1億1,900万米ドルだった。2012年末
の時点では3億5,040万ドルに拡大し、成長率は対前年比6.9%になっている。本稿では、進化し成長を続けるALPR/LPR市場の
未来を探り、この技術が様々な専門市場や地域でどのように利用されているかを検証した。

活発化するALPR/LPRの商業利用

A LPR/LPR業界が成長する上で重

要なことは、市場の受け入れ態勢

だ。｢ほんの数年前まではこの技術を売

り込むために、実際の動作を見てもらわ

なければならなかった。紛れもなく存続

可能な製品であることを人々が自分の目

で確かめる必要があった｣とInex/Zamir

社社長ジム・ケネディ氏は語る。｢とこ

ろが今、それと同じレベルの証拠を示す

必要は、ほとんどの市場でない。ALPR/

LPRが実績ある技術だということは、既

に多くの市場で了解済みだ｣。

ALPR/LPR技術は成熟するにつれ、

より日常的な存在になりつつある。アル

ゴリズムが一層インテリジェント化する

と同時に、カメラの技術がALPR/LPR

技術に近付いているとSeeTec社は指摘

する。多くの事業体にとり製品が手に届

きやすくなり、瞬時に正確なデータを収

集することが可能になった。

市場が成長し、ALPR/LPRは日常化

しつつある。｢ 何社かは分からないが、

2013年にこの市場の低価格帯に新規参

入企業が登場するだろう｣とケネディ氏

は言う。
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クラウドにも対応

クラウドを利用したALPR/LPRシス

テムが発表され、多くの企業がこの技術

の導入に踏み切ると予測される。｢ユー

ザ側で何も保管する必要がなく、映像録

画用のハードウエアを維持する必要もな

い。利用料金を支払うだけで、保証付き

の成果が得られる。予定外の経費が発生

することもほとんどない。ナンバプレー

ト認識サービスをクラウドで提供すれ

ば、ソリューション価格が下がり、全体

的に広範な普及が促進される｣とアクソ

ンソフト社アジア太平洋地域担当取締役

ドゥライラジ・ギレラジ氏は語る。

ジェネテック社は2 0 1 2年後半、

ALPR/LPRを含む製品ラインをクラウ

ド対応にすると発表した。2013年前半

から同社初のクラウドサービス提供を開

始する計画である。同社はマイクロソフ

ト社と協力し、Microsoft Windows 

Azureクラウド・コンピューティング・

プラットフォーム上のサービスとして、

信頼性の高いホステッド・セキュリティ・

ソリューションを開発中だ。エンドユー

ザの立場からすると、 使いやすさや

TCO(総所有コスト)の削減といった利点

がある。つまり、クラウドサービスは全

体的なコストの低下を意味し、中小企業

でもこの技術に手が届きやすくなる。

｢クラウド技術により、当社のIPセキュ

リティ・ソリューションの新たな配信プ

ラットフォームが実現される。コスト、

資産の安全性、信頼性、そして最も重要

なリソースの観点から、メリットが非常

に大きい｣とジェネテック社アジア太平

洋地域担当常務取締役チャールズ・カズ

ンズ氏は語る。

成長への課題

この業界はハイペースで成長中とは

いえ、課題も残されている。米国を例に

とると、州によりナンバプレートの形式

や字体は千差万別である。さらに、中東

諸国のナンバプレートにはアラビア文字

が使われているため、 アルゴリズムが

いっそう複雑になる。技術を改良して、

大多数のプレートに対応可能とはいえ、

アラビア語のナンバプレートへの応用は

依然として難しいとボッシュ・セキュリ

ティ・システムズ社映像システム部門製

品マーケティング責任者アーノルド・ラ

ネス氏は言う。｢アラビア語には草書体

の文字があるため、認識はいっそう複雑

になる｣。

現在、最新のALPR/LPRシステムの

中には最大99%の精度を謳っているも

のがある。しかし、認識精度はまだ不安

定であり、ALPR/LPR機器が必ずしも

名目通りの精度を達成するとは限らな

い。ハイキビジョン社生産責任者ウニン

グ・ジァン氏によると、これらの機器が

99%の認識精度を達成するのは、定期

的な品質点検が行われて初めて可能にな

る。

▲ ALPR/LPR技術は成熟するにつれ、より日常的な存在になりつつある。
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技術的ブレイクスルー

1979年に英国で試作システムが発表

されて以来、この技術は大きな発展を遂

げた。｢人目に付かない地味な技術だが、

実体のある定量化が可能な結果を出す。

出入口ゲートの自動的な開閉から犯罪者

の捜索まで、この技術は様々な分野で進

歩し有用性を発揮している｣とカズンズ

氏は語る。

一部のALPR/LPRシステムは｢車種な

ど、ナンバ以外の情報も同じシステムで

提供することが可能だ。従来、このよう

な機能は映像解析がなければ不可能だっ

た｣とハイテク・ソリューションズ(HTS)

社マーケティング＆事業開発担当副社長

メタ・ロテンバーグ氏は語る。さらに、

ALPR/LPRシステムにデジタルカメラ

を搭載することで｢今までよりはるかに

広い視野が得られ、1車線あたりのカメ

ラ台数を減らすことが可能になる｣とケ

ネディ氏は言う。1台のカメラで複数台

のカメラの役目を果たすだけでなく、

｢このようなカメラだけでなく、より大

容量の画像を処理できるコンピュータも

登場している。この2つの進歩により、

効率的なシステムを非常にシンプルな形

で、幾つかの市場向けに提供できるよう

になった｣とケネディ氏は説明する。

個別市場

経済情勢の悪化と予算縮小を契機に、

多くのサプライヤが営業戦略の多角化に

乗り出し、新たな個別市場の開拓に努め

ている。｢予算の縮小に伴い、事業撤退

を余儀なくされた供給会社も幾つかあ

る｣とケネディ氏は言う。供給会社は地

方自治体の要求に対応する代わりに、投

資収益率を実現する新しいアプリケー

ションや駐車時間管理、物流などの新た

な個別市場に重点を置くようになった。

ALPR/LPRと言えば、以前は安全対

策という印象だったが、現在、この技術

は収益を生み出し、業務を簡易化する手

段と見なされるようになっている。民間

企業では、ALPR/LPR技術の採用によ

り効率性がアップするケースが多い。

｢門扉制御や在庫管理や駐車場管理など、

どんな用途でもLPRは定量化可能な資

金回収につながる重要な投資項目になっ

ている｣とカズンズ氏は言う。

官公庁: 交通監視

地方自治体は世界中どこででも国家

基盤の整備に努めているため、官公庁部

門は重要なエンドユーザだ。｢交通安全

▲ Inex/Zamir社ジム・ケネディ氏 ▲アクソンソフト社
アジア太平洋地域担当取締役
ドゥライラジ・ギレラジ氏

▲ ジェネテック社アジア太平洋地域
担当常務取締役
チャールズ・カズンズ氏

▲ ボッシュ・セキュリティ・システム
ズ社映像システム部門製品マーケティ
ング責任者アーノルド・ラネス氏

▲ 警察関連機関では、業務簡易化と収益増加の手段として、ALPR/LPR技術を利用している。
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システムはかなり一般的だ。官公庁レベ

ルの需要は、どちらかといえば増加傾向

にあり、減少してはいない｣とギレラジ

氏は語る。サプライヤー各社が他の専門

市場の開拓に努めていても、官公庁部門

は変わらず堅調である。

官公庁部門の主な成長要因として、

｢交通管理、安全プログラムが活発な動

きを見せている｣ とギレラジ氏は言う。

民間部門に関しては｢経済的に採算の取

れる事業が成長要因だ。一般にナンバプ

レート認識を導入することで、車両の流

れの監視と維持に必要な経費を長期的か

つ反復的に削減できるような事業だ｣。

交通監視のチェックポイントで

ALPR/LPR技術を採用する場合が多い。

スペインとオランダでは、速度違反監視

に平均速度カメラが使用されている。こ

のALPR/LPRシステムを使用すると、

ナンバプレートがカメラで捕捉されるた

びに、2台のカメラ間の経過時間を計算

するためレーダは不要だ。平均速度が制

限速度を10%以上超過した場合、シス

テムにより自動的に違反チケットを発行

する。高速道路にALPR/LPRを導入す

れば、速度違反切符を切る担当者の人件

費を削減するだけでなく、長い距離にわ

たり速度制限を実施し、政府収益を増や

すことが可能になる。

警察関連機関

政府予算が数年前と比べて縮小して

いても、｢LPRが犯罪取り締まりの重要

なツールになったおかげで、この市場は

依然として成長しつつある｣とカズンズ

氏は言う。警察関連機関では、業務を簡

素化すると同時に収益を増やす手段とし

て、ALPR/LPR技術を利用している。

ALPR/LPRシステムは1分あたり最大

3,000枚のナンバプレートを読み取り、

車両データベースを照合して、登録の失

効や免許取り消し、逮捕令状の出された

凶悪犯などに該当する運転者を発見し、

警察官に通報する。その結果、警察では

違反切符数と逮捕件数、そして収益が急

上昇している。

駐車時間管理

駐車時間管理は、投資収益率が非常に

高いため、他の多くのアプリケーション

を上回り、現在最も成長率の高い個別市

場の1つになっている。EMEA(欧州、中

東、アフリカ地域)ではALPR/LPRの売

上が2011年にやや低下したが、駐車場

分野に限っては4.1%の増加を記録し

た。時間を超過して駐車していた車両を

特定し、課金することで、この技術は駐

車場の収益増に貢献する。同時に、駐車

スペースを新しい客向けに解放し、小売

業の売り上げにも貢献する。

2012年にジェネテック社が発表した

最新の統合型セキュリティ・ プラット

フォームは、ALPR/LPRと映像監視と

入退管理を1つの使いやすいプラット

フォームに統合したものだ。このプラッ

トフォームでは、エンドユーザが映像ス

トリームをリアルタイムで表示すること

ができるだけでなく、カメラの制御、入

退管理システムとALPR/LPRシステム

の各種設定、Webブラウザを利用した

報告も可能だ。｢この市場の要望は、単

なるナンバプレートの読み取りだけでは

なく、駐車場向けに開発されたソフトウ

エアとLPRの組み合わせにある。駐車

場管理は、固有の意味合いを持った独自

の分野である。ほとんどの運転者が到着

した時点で駐車スペースがあるのを当然

と考えるように、その点が見落とされが

ちである｣とカズンズ氏は言う。

駐車場管理の効率化のため、サプライ

ヤ各社はALPR/LPR技術に全面的に依

存したチケットレス駐車に活路を見出そ

うとしている。｢ チケットを使わず、

LPRが駐車管理システムとして機能す

るシステムだ。その結果、完全にシーム

レスで快適な利用を実現する、整然とし

た管理システムが成立する｣ とセンサ・

ダイナミック社MDニック・パーカ氏は

語る。チケットレス駐車の出現により、

印刷したチケットは時代遅れになり、チ

ケットの紛失や、出口レーンでの長蛇の

列といった問題を解消する。

駐車時間管理業界は全体として、エン

ドユーザに機器を販売するだけという、

今までとは異なるビジネスモデルに進化

した。別の方向性として、供給会社が大

規模小売店と交渉し、収益から一定の割

合を受け取る条件でシステムを無償で提

供することも行われている。この歩合制

モデルは、最初は技術に対して半信半疑

だったり、導入の初期費用が足りない小

売店から歓迎されている。

物流

多くの業界専門家が指摘するように、

物流業界においてもALPR/LPR技術の

需要は大きい。物流会社の監視システム

にALPR/LPR技術を統合すれば、車両

が所在不明になるのを防ぎ、一定のルー

ルを厳守させることが可能になる。｢荷

降ろしや洗車、乾燥や積み込みなど、車

両が必ず停車すべきいくつかの場所があ

る。この工程を監視して、車両が所在不

明にならないようにするとともに、ルー

ルを遵守して貨物の破損や紛失を防ぐ必

要がある｣とギレラジ氏は言う。

地域

アジア

アジアでは自己完結的なソリュー

ションが求められる傾向があるとカズン

ズ氏は言う。機器を永続的に設置するに
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は適さない場所や、警官が常駐しない場

所で、ALPR/LPRが導入される場合が

ある。自己完結的なソリューションであ

れば、定期的にある場所から別の場所に

技術を移転することが簡単にできる。例

えばGenetec製カメラは、携帯型で情

報収集と処理能力を備えているため、エ

ンドユーザにとり非常に使い勝手が良

い。

アジア市場の成長が有望視される理

由は、重要な経済的要因として｢アジア

の主要都市で自動車が絶え間なく増加し

続けているからだ｣ とカズンズ氏は言

う。

中国では、より高度なセキュリティの

需要を主な要因として、ALPR/LPR業

界が例年、安定した成長率を示している。

この業界の最大の顧客は依然として官公

庁である。地方自治体を除くと、地域共

同体や大規模小売企業、ホテルなどの個

別市場でALPR/LPRの潜在的な成長力

が大きいとジァン氏は言う。さらに同氏

は、2013年末までにALPR/LPR業界で

HD(高解像度)が主流になると予測して

いる。

自動車は犯罪に使われるケースが多

いため、逮捕につながるALPR/LPRカ

メラの導入を韓国政府が希望していた。

韓国政府は警察と地方組織の意見を取り

入れた上で、地域監視プロジェクトを開

始した。例えば、韓国南部ウルサンでは、

2012年に70台のアリコントビジョン製

のメガピクセルIPカメラを設置した。1

台のカメラが2車線を同時に監視できる

ので、システムの認識能力を犠牲にする

ことなく、60%の費用節約を達成して

いる。

欧州

不況と公共予算削減への対策として、

ALPR/LPR業界の供給各社は、市場で

の重点調整を図った。英国では供給各社

がこの数年の景気後退に悩んだ結果、警

察から駐車場管理に重心を移している。

この技術は投資収益率に貢献する場

合が多いため、政府部門は引き続き業界

の大口顧客である。スペインやオランダ

などでは人件費を削減するため、人間の

介在なしで自動的に違反切符を送信する

ALPR/LPRシステムを導入している。

一方ラネス氏によると、英国とオランダ、

フランスとスペイン、そしてスカンジナ

ビア諸国では、増収を図るため市営料金

所でALPR/LPRの導入が始まりつつあ

る。

米国

正確な数字はまだ明らかではないが、

米国50州の法執行当局は、全てこの技

術を採用済みである。この技術は全米に

普及しているが、ALPR/LPRの使用を

規制する法律があるのはニューハンプ

シャ州とメイン州の2つだけである。

ニューハンプシャ州では、政府がこの技

術で監視できるのは重要な社会設備に限

定している。メイン州では、無関係な市

民の追跡を防ぐため、警察は21日後に

データを削除しなければならない。

▲ 駐車時間管理は投資収益率が非常に高く、現在最も成長率の高い個別市場の1つだ。
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国土安全保障省や司法省や運輸省な

どの機関が、ALPR/LPRシステムの導

入に何百万ドルもの予算を計上してい

る。麻薬取締局も不法入国や麻薬密売、

テロを撲滅する取り組みの一環として、

全米の主要な高速道路にALPR/LPRを

導入する計画である。国土安全保障省は、

米国に入国する全ての自動車を記録して

いる。麻薬取締局はこの技術をアリゾナ

州とカリフォルニア州、 テキサス州と

ニューメキシコ州に導入したことを認

め、その他の州にも導入する計画である

と発表している。

論争

アプリケーションの実用性や実証済

みの精度とはうらはらに、取得された情

報のプライバシに関連して様々な問題が

ある。一般市民の

プライバシ問題

に関しては、多く

の国で何の規制

もないのが現状

である。この技術

の悪用により普

通の人々が追跡

されるような事

態が起こるので

はないかという懸念が表明され、活動家

の注意を引いている。例えば米国自由人

権協会などの団体が、一般市民の自由や

プライバシ権に対する潜在的な脅威につ

いて問題提起している。

技術が浸透し、供給会社数が増えるに

つれ、ALPR/LPRは引き続き新しい市

場を開拓するだろう。ALPR/LPRが導

入されて間もないころは、この技術でガ

レージの扉が開くような日が来るとは、

業界の専門家でも確実な予測ができな

かった。 

 

▲ ハイキビジョン社製品責任者
ウニング・ジァン氏

▲ センサ・ダイナミック社
常務取締役ニック・パーカ氏
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1. 鍵管理BOXとは

　建屋や倉庫、部屋などへの入退時にド

アを経由するが基本的には鍵が付いてい

る。入退室管理する時は、そのドアに電

気錠を付けICカードﾞや生体認証により

通行を管理する。しかし、数が多くコス

トがかかることや、電気錠設置が物理的

にできない場合などから、鍵そのものを

管理するという発想が生まれた。この考

えに基づいたのが鍵管理BOXで、下記

のような特徴がある。

(1)  ユーザごとに使用できる鍵を定義で

きる。

(2)  ユーザ認証に指静脈認証機能を利用

し、手ぶらで鍵管理ができる。

(3)  鍵を戻すトレイはRFIDが検知し、所

定のトレイが自動でフィードする。

(4)  接続した管理パソコンで鍵の使用履

歴を確認できる。

2. 鍵管理BOXの製品群

　では鍵管理BOXにはどのようなもの

があるのか、　フィットデザインシステ

ムが扱っている鍵管理BOXには、１ド

ア２フックタイプ、３ドア３フックタイ

プ、シリンダ錠差し込みタイプ、ボック

ストレー収納型タイプが揃っており、用

途に応じた選択が可能だ。

3. 将来的に期待される利用分野

　フィットデザインシステムの鍵管理BOX

は、既に国家機関への導入実績があり、鍵

を返却しないと退室できないシステムも法

務関係施設に導入済みだ。鍵管理BOXの導

入を今後重視すべき分野をいくつか挙げる。

(1) 企業や教育機関での機密保持

　企業のVIPルームでは、極秘扱いの

重要書類を施錠できる抽斗や書庫等

に格納し、その鍵を指静脈認証によ

るBOXに保管する。

　大学・高校の研究室は、学生が気

軽に出入りできるオープンな環境の

一方で、室内には研究資料や試験問

題案など開示すべきでないものがあ

る。それらを保管する抽斗や書庫の

鍵管理に使う。

(2) 交通機関や輸送企業でのキー管理

　飲酒運転に対する法律により、公

共交通機関では運転前にアルコール

検知試験が法的に義務付けられてい

る。システムは、本人確認を運転免

許証と指静脈認証で実施し、アルコー

ル検知試験を通過した者のみが運転

できるという仕組みだ。

(3) 医療現場における活用

　医療現場では、様々なセキュリティ

施策が必要な場面がある。

ア.1 電子カルテの管理

ア.2 入院患者の貴重品の管理

ア.3 劇薬指定薬物の管理

(4) トレイ方式の活用例

　フィットデザインシステムの鍵管

理BOXはトレイ方式を採用している

ため、鍵に限らずトレイに収まる物

であれば指静脈認証を利用して管理

することができる。

① 機密性の高いデータの入ったUSB

メモリやSDカードの保管

② 来訪者が所有するカメラ付き携帯

電話の一時保管ロッカー

③ 在宅介護サービス提供会社が、介

護対象者の住居用鍵の管理

④駐車場に駐車する車両キーの保管

 

指静脈認証機能付き鍵管理BOXの将来性
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■ メディアルーター、リダイレクターで数万カメラ、
　 数千クライアント保証
■ マルチベンダー ipカメラ、
　 業界初ONVIF Profile S 準拠
■ スマートフォンカメラ機能「ドコかめ®」

ONVIF Profile S 準拠により、ONVIF で画像解析、音声、I/Oをサポート。
Canon社モデルVB-H41で上記機能を利用可能。

支 店 〒130-0011 東京都墨田区石原 1-41-4 TKビル 3F
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今回のテーマはモバイルソリュー

ションに関してあれこれと書いてみる。

現在、 ローエンドのDVR NVRから

VMSまでがスマートフォンをサポート

している。実用性の面はともかく、場所

と時間を選ばずモニタリングできる機能

は可能性を秘めている。スマートフォン

の性能向上は目覚ましくH.264フルHD

をデコードできるレベルだ。インテル社

のAtom CPUでもGPUに依存してやっ

と実現している。

現在提供されている、スマートフォン

対応は、そのほとんどがJPEGで映像を

配信しているため、ネットワーク帯域の

消費が激しい。 ドコモは次世代のコー

デックとしてH.265を視野に入れている

とのことだ。

スマートフォンで必要とされるモバ

イルソリューションとは何か?　｢ライ

ブを見る、録画を見る｣などが挙げられ

るが、これで満足とはならないだろう。

｢個人がペットや赤ちゃんを見る、巡回

警備で次のセクターの状況を確認して移

動する｣などで便利なのは確かだ。録画

を見る機能は、実装実績がまだまだ少な

いし、使い勝手が良いとは言えない。

スマートフォンのサポートで重要な

のはプッシュ型のイベントアラーム通知

能力と筆者は考えている。 イベントア

ラームの通知で即座に状況確認すること

において、スマートフォンは理想的なデ

バイスである。イベントアラームは、カ

メラの動体検知や各種センサ、画像解析

を含め多様なアラームを管理できる。さ

らに、入退室管理のアラームもその対象

となる。当社が提供しているGSC モバ

イルではドアの状態、 開閉制御もオー

バーライドして実行できる。

スマートフォンは進化が激しく、そ

の基本OSを背景にタブレット端末がデ

スクトップPCの領域にも進出してくる

だろう。IT用途に限ればWindowsが中

心だが、その勢力は今後数年で変化し

ていくと思われる。特にローエンドの

監視クラウドサービスのモニタリング

では、大きな勢力変化が起きる可能性

を秘めている。Windows 8の動向にも

注意が必要だ。

モバイルソリューションの本命

弊社が現在の登録を申請している「ド

コかめ®」は、｢どこでも監視カメラ｣を

コンセプトにしている。スマートフォン

に搭載しているカメラは、従前のデジカ

メと比較して、レンズ以外では同等レベ

ルに達しており、動画キャプチャ能力は

秀逸だ。

このスマートフォンのカメラをモバ

イル監視カメラとして利用することで、

従来想定していなかった分野で大きなイ

ンパクトを提供している。 現在は

iPhone やiPad、Android上で作動し、

Wi-Fiや3G、4Gの通信回線を経由して

GSC セキュリティ・センタに接続し、

録画する。

現在、地方自治体からの引き合いが活

発で、幾つかの地方自治体での採用が決

定している。具体的には災害時の状況把

握に利用する。特に動画を配信しながら

電話網で会話ができる点で高い評価を得

ている。

応用先は遠隔メンテナンスなど、これ

まで我々が気づかなかった用途に対し

て、IT系企業から高い評価を得ているこ

とに驚いている。

モバイルソリューションの進化

まず、現在は映像をサーバに配信、録

画し、これを複数のクライアントが参照

できる仕様だ。今後の進化として以下の

ようなことを計画することが考えられる。

1)  GPS連動やモバイルGPSの情報

を、監視センタ側のマップにプロッ

トする。

2)  現在はJPEGベースだが、H.264 

H.265などに対応する。

このように監視カメラの世界もipの恩

恵で進化している。地デジをはじめメガ

ピクセルが、スマートフォンのように、

いつでもどこでも手の中で利用できるよ

うになってきた。それでも監視カメラ市

場ではアナログが60%以上を占めてい

るという現実が存在する。最近では今更

ながら｢それもあり｣と考えている。顧客

視点では関係ない話かもしれないと思い

始めている。実は当社も最近アナログ製

品を手掛け始めている。当社の扱ってい

るDVRやハイブリッドNVRにGenetec

プロトコルを実装し、OMNICASTや

GSCで統合できるようになったからだ。

いったん統合されると後はipシームレス

で自在になる。

次回はネットワーク機器に関する面

白い利用例を紹介する。 

 

よくわかるIPネットワーク
株式会社ジャバテル　代表取締役 CEO　佐々木宏至
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問  2012年の貴社の業績につ
いて

昨年当社は世界全体で30％の成長を

記録することができた。他社の平均成長

率20％を上回っている。双方にどのよ

うな違いがあるかを検証すると、当社は

高いプラットフォームを継続して開発し

提供しているが、競合他社は独自の技術

でなく、当社の機能を模倣しているケー

スもある。模倣や手本にされるというこ

とは評価されていることを示しているの

かもしれない。

地域別に見ると、北米市場が最も実績

を上げた。IMSリサーチ社の調査では、

2012年のVMS北米市場で当社は最大の

シェアを占めた。そのことよりも、北米

市場で様々な複雑な案件にソリューショ

ンを提供することができたことを誇りに

感じている。

欧州市場は、2008年以来厳しい市場

環境が続いていたが、2012年には市場

回復の兆しが見えてきた。事実、当社の

売り上げも前年比増となった。

アジア太平洋市場は、基数がまだ小さ

いものの、成長率だけを見ると北米より

も高い。今後も成長を望むことができる

市場だ。

　

問  貴社の日本市場に対する取
り組みは？

日本市場で当社製品を供給し始めて9

年になるが、当時から経済状態が良好で

なかったにもかかわらず、実績はゆっく

りだが着実に成長している。これは日本

のパートナ企業が真摯に取り組んできた

結果だ。

これまでVMSであるOmnicastを主体

に展開して、特に大規模案件では競合他

社の追随を許さなかったが、 今後は

Omnicastよりも広範にカバーできる統

合プラットフォームであるSecur i ty 

Centerも加えて、最近引き合いが増え

ている大企業向けのソリューションを提

供していく考えだ。つまり、シンプルな

構成のソリューションにはOmnicast、

高度なソリューションにはSecur i ty 

Centerで対応する。具体的な対応形態

として2つの方法で提供する。1つは

NVRやPCを使用したシステム、もう1

つは最近発表したクラウドを活用したシ

ステムだ。クラウドを活用したシステム

については、日本のセキュリティ産業界

はITに精通した企業ばかりではないの

で、必要な技術的な支援はジェネテック

社が担当し、パートナ企業が設置施工を

担当することになる。これにより導入ま

での工程を短縮することができる。

一方で、自社技術を有する日本企業が

Security Centerと連繋したソリュー

ションの提供を申し入れてきている。こ

のようにSecurity Centerの存在が知ら

れてきたことで、日本市場で展開を積極

的に進める環境が整ったと言えよう。

問  VMS市場の展望は？

IPネットワークカメラの設置台数が増

加し続けることに比例して、ユーザから

の様々な要望も増加してきている。

それに応えているのが、映像データの

確実な確保と様々なソリューションを可

能にするビデオ・ トリクリングだ。

VPNネットワークでは、何らか理由に

よる帯域幅減少で、いつも数台のカメラ

映像が数秒間から数10秒間欠落する。

しかし、ビデオ・トリクリングは、この

欠落した映像をエッジデバイスであるカ

メラから取り出し、確実に映像を記録す

る。転送は、イベントやスケジュールな

ど様々なフィルタを通して確実にアーカ

イブされる。

このビデオ・トリクリングの提供によ

り、これまでとは異なったシステムやソ

リューションを提供することができる。

さらに、今や映像活用はセキュリティ

だけでなく、業務改善をはじめ様々な場

面で使われ始めている。 その点でも

VMS市場は今後も拡大していくだろう。

問  貴社製品S E C U R I T Y 
CENTERが目指す方向
は？

これまでに当社は、Security Center

を採用したソリューションを政府機関や

重要施設またデータセンタ向けなどに提

ジェネテック社
ピエール・ラーズCEOに聞く
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供している。 それは高い信頼性のある

アーキテクチャがあるからだ。さらに、

このような大規模案件では現在、クラウ

ド・ソリューションを提案している。こ

のように、目指す方向の1つはクラウド・

ソリューションだ。

実はSecurity Centerの開発設計は7

年前からで、クラウド・ソリューション

を想定して開始した。導入当初はクラウ

ドを採用しない案件が、その後クラウド

に移行しても快適に使用することができ

る。この点が、クラウド専用ソリューショ

ンを提供する他社との大きな違いだ。こ

のことから、Security Centerは同じよ

うに時間をかけて開発してきた。これを

例えると丹精込めて長時間調理した料理

であり、 他社のシステムはファースト

フードのようだと説明することもでき

る。

問  アジア市場ではNVRへの
プレ・インストールの要望
が多いが、その対応は？

　先程説明したように、当社は既に2

つの供給方法を実行している。初めて導

入する時の初期費用はNVRからの方が

低く抑えることができる。 そこで、

NVRをはじめハードウエアにプレ・イ

ンストールして出荷している場合、主に

Omincastを搭載している。ユーザの要

望があれば、当初からSecurity Center

を搭載することもある。

そして将来、 システムをSecurity 

Centerを採用するよう拡張する場合で

も、最初に導入したOmincastの機能は

継承して使うことができる。当社はエン

ジニアリング企業であり、互換性に対し

ては常に念頭に置いている。クラウド・

ソリューションの環境においても同様に

考えている。

問  VMSは既にPSIMを吸収
できた環境にあると思う
が？

　これまでの数多くのインタビュー

でも説明してきたが、いかなるシステム

でも、ソフトウエアで解決できることが

最良で、機能向上や改良の時にソフトウ

エアをバージョンアップすれば済む。し

かし、ハードウエアベースのシステムは

異なる。以前、大企業は様々なシステム

をカスタマイズして使っていた。しかし、

機能を加える場合さらにカスタマイズを

繰り返すことでシステムが複雑化し、最

終的には限界に達してしまうことになっ

た。

PSIMにおいてもこれと類似してい

て、カスタマイズが必要となる。さらに、

操作方法の変更や構成機器の交換なども

必要になることがある。そのため、メン

テナンスやサポートが煩雑になる。

ここで好例として、ERP(企業全体を

経営資源の有効活用の観点から統合的に

管理し、経営の効率化を図るための手法・

概念)パッケージを挙げて説明すると、

ERPパッケージのうち必要なソフトウ

エアだけを使用することで、低コスト短

期間で効率の良い統合環境を実現できる

ということだ。

問  ソフトウエア搭載カメラによ
るソリューションが話題になっ
ているが、貴社の対応は？

　何社かは、 エッジデバイスである

ネットワークカメラにCMSやコンパク

ト化したVMSなどを搭載し、SDカード

に録画するソリューションを提供してい

る。これは小規模案件で導入促進に効果

的かもしれない。しかも、ソフトウエア

を無償で提供している。

それに対して、 当社は有償の

OmnicastとSecurity Centerを常に進

化させる姿勢を維持する。先程紹介した

ビデオ・トリクリングやその他の映像技

術への対応も進化の1つだ。ユーザはよ

り完成度の高いソリューションを求めて

いる。ここに大きな違いがある。

　

問  VCAに対する取り組みは？

　当社は既にV C Aの１つとして

LPR(ナンバプレート認識）ソフトウエア

のAutoVuを提供しているが、それ以外

のVCAについては、現在開発計画はな

い。それは、それぞれの用途に応じて開

発したサードパーティの映像解析技術を

Security Centerと統合する方が、より

効果的なソリューションを提供すること

ができると考えているからだ。当社は、

日本のエンジニアリングと同様に高水準

を追求するという考えで、ネットワーク

システムの提供に特化していく。

問  Security Centerにおけ
る次の戦略は？

　今後の戦略として、64台までの案

件に対応するソリューションの提供に注

力する。これまでOmnicastもSecurity 

Centerも大規模案件向けという印象を

持たれているが、実は日本市場でも17

台から64台程度までの規模でも、NVR

に対抗できるだけの費用対効果がある。

例えば、各拠点で数台のカメラ設置で拠

点数が複数ある場合、総カメラ台数が数

10台になる。これを個別で運営するよ

りも、システム統合するほうがTCO削

減に繋がる。この点を日本市場で分かり

やすく紹介するとともに大きくアピール

していく。
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設
備
機
器
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災
機
器

防
震
・
免
震
機
器

I
T
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キ
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テ
ィ

R.O.D SS3226 www.rodweb.co.jp ● ● ●
アクシスコミュニケーションズ SS3227 www.axis.com ●
NSS SS3501 www.cpcam.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オプト SS0322 www.optnagano.co.jp ● ● ●
共栄工業 SS3415 www.kyoeiabloy.jp ●
クリテム SS3323 www.cretem.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ●
サンシステムサプライ SS3215 www.sunss.co.jp/catalog/default.php ● ● ● ●
システム エイ・ブイ SS3503 www.systemav.co.jp ● ● ● ● ● ●
Genetec SS3208 www.genetec.com/jp ● ●
スペース SS3607 www.spacecom.co.jp ●
住友電気工業 SS3231 www.sei.co.jp ● ● ● ●
スリーディー SS3433 www.3d-inc.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
セキュマークジャパン SS3328 www.secumarkjp.com ●識別偽造・盗難防止
創朋 SS3326 www.soho-jp.com ● ● ● ● ● ● ●
ソニービジネスソリューション SS3233 sony.jp/snc/ ● ● ● ● ●
タムロン SS3401 www.tamron.co.jp/cctv ● ●
DYNACOLOR JAPAN SS3333 www.dynacolor.co.jp ● ● ●
中央電子 SS3703 www.cec.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
店舗プランニング SS3603 www.tenpo.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
日本テクノ・ラボ SS3408 www.ntl.co.jp ●
ネットカムシステムズ SS3209 www.netcam.co.jp ● ● ● ● ●
ノア SS3329 www.kknoa.co.jp ● ● ● ● ● ● ●
ハイテクインター SS3220 www.hytec.co.jp ● ● ● ●
パナソニックシステムソリューションズジャパン SS3701 panasonic.biz/security/ ● ● ● ● ● ●
パル技研 SS3324 www.palgiken.co.jp ●
日立国際電気 SS3504 www.h-kokusai.com/tv/ ● ● ● ● ● ● ●
ヒビノ SS3608 www.hibino.co.jp ● ● ● ●
フィットデザインシステム SS3806 www.fit-design.com ● ●
藤商 SS3429 www.fujisho-jp.com ● ● ● ● ● ● ●
富士フイルム SS3322 fujifilm.jp/business/material/cctv/ ●
フリアーシステムズジャパン SS3221 www.flir.jp ● ● ● ● ● ●
朋栄 SS3511 www.for-a.co.jp ● ● ● ● ● ●
Bosch Security Systems SS3219 www.boschsecurity.jp ●
マザーツール SS3431 www.mothertool.co.jp ● ● ● ● ● ●
三井物産エアロスペース SS3303 mba-security.com ● ● ● ●
MOBOTIX JAPAN SS3207 www.mobotix-japan.net ● ● ●
ユーピーアール SS3403 www.upr-net.co.jp ● ● ●
ユニバーサルコンピュータ研究所 SS3203 www.ucl.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ユビテック SS3309 www.ubitec.jp ● ● ● ● ● ● ●
リズム時計工業 SS3427 www.rhythm.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ●
ルクレ SS3232 www.arobaview.com ● ● ● ● ● ●
ワイ・ビー・エス SS3323 www.ybserve.co.jp ● ●モニタリング・スイッチャー
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R.O.D SS3226 www.rodweb.co.jp ● ● ●
アクシスコミュニケーションズ SS3227 www.axis.com ●
NSS SS3501 www.cpcam.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オプト SS0322 www.optnagano.co.jp ● ● ●
共栄工業 SS3415 www.kyoeiabloy.jp ●
クリテム SS3323 www.cretem.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ●
サンシステムサプライ SS3215 www.sunss.co.jp/catalog/default.php ● ● ● ●
システム エイ・ブイ SS3503 www.systemav.co.jp ● ● ● ● ● ●
Genetec SS3208 www.genetec.com/jp ● ●
スペース SS3607 www.spacecom.co.jp ●
住友電気工業 SS3231 www.sei.co.jp ● ● ● ●
スリーディー SS3433 www.3d-inc.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
セキュマークジャパン SS3328 www.secumarkjp.com ●識別偽造・盗難防止
創朋 SS3326 www.soho-jp.com ● ● ● ● ● ● ●
ソニービジネスソリューション SS3233 sony.jp/snc/ ● ● ● ● ●
タムロン SS3401 www.tamron.co.jp/cctv ● ●
DYNACOLOR JAPAN SS3333 www.dynacolor.co.jp ● ● ●
中央電子 SS3703 www.cec.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
店舗プランニング SS3603 www.tenpo.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
日本テクノ・ラボ SS3408 www.ntl.co.jp ●
ネットカムシステムズ SS3209 www.netcam.co.jp ● ● ● ● ●
ノア SS3329 www.kknoa.co.jp ● ● ● ● ● ● ●
ハイテクインター SS3220 www.hytec.co.jp ● ● ● ●
パナソニックシステムソリューションズジャパン SS3701 panasonic.biz/security/ ● ● ● ● ● ●
パル技研 SS3324 www.palgiken.co.jp ●
日立国際電気 SS3504 www.h-kokusai.com/tv/ ● ● ● ● ● ● ●
ヒビノ SS3608 www.hibino.co.jp ● ● ● ●
フィットデザインシステム SS3806 www.fit-design.com ● ●
藤商 SS3429 www.fujisho-jp.com ● ● ● ● ● ● ●
富士フイルム SS3322 fujifilm.jp/business/material/cctv/ ●
フリアーシステムズジャパン SS3221 www.flir.jp ● ● ● ● ● ●
朋栄 SS3511 www.for-a.co.jp ● ● ● ● ● ●
Bosch Security Systems SS3219 www.boschsecurity.jp ●
マザーツール SS3431 www.mothertool.co.jp ● ● ● ● ● ●
三井物産エアロスペース SS3303 mba-security.com ● ● ● ●
MOBOTIX JAPAN SS3207 www.mobotix-japan.net ● ● ●
ユーピーアール SS3403 www.upr-net.co.jp ● ● ●
ユニバーサルコンピュータ研究所 SS3203 www.ucl.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ユビテック SS3309 www.ubitec.jp ● ● ● ● ● ● ●
リズム時計工業 SS3427 www.rhythm.co.jp ● ● ● ● ● ● ● ●
ルクレ SS3232 www.arobaview.com ● ● ● ● ● ●
ワイ・ビー・エス SS3323 www.ybserve.co.jp ● ●モニタリング・スイッチャー
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小間番号 SS3215

exacqVision Edge
製品概要

IPカメラ上で動作する映像管理ソフトウェア

特　　徴

従来のNVR、DVR一切不要！カメラだけで録画システムを構築可能
録画データはカメラに実装するSDカードへ保存
SDHC、SDXC対応で最大128GBストレージへの保存が可能
無線ソリューション、短期利用、設置環境の難しい場所でも録画を実現
他のexacqVision製品との統合も容易に可能
簡単インストール。ユーザはカメラとの接続をPCでするだけ

主な仕様

4GB以上のSDカード(Class10推奨) 
モニタリング用PC
サポートカメラ：Axis、IQinvision、ISD

サンシステムサプライ株式会社
〒167-0021　東京都杉並区井草3-32-2
TEL：03-3397-5241　FAX：03-3399-2245
URL：http://www.sunss.co.jp　MAIL：info@sunss.co.jp
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小間番号 SS3209

マルチベンダー対応　録画・監視ソフトウェア　KxViewPro

KxViewPro32
製品概要

ネットワークカメラ最大32台同時録画が可能！

コンパクト化したリモコン画面で直感的操作！

16社250機種以上のカメラに対応！

特　　徴

KxViewProシリーズではPanasonic/AXIS/Canon/SONY/SANYO/Arecont Vision/MOBOTIX等のネットワーク
カメラの混在、またアナログカメラもエンコーダーを中継することでソフトに取り込むことが可能であり設置のカ
メラ台数、環境に応じてソフトを選べます。KxViewPro中・大規模システム対応録画ソフトで最大32台同時録画、
320台登録が可能であり点在する拠点のカメラを遠隔コントロール出来、機能的でコンパクトなスタイルで直感的
にコントロールが可能な操作画面となっております。

主な仕様

JPEGはもちろんの事メガピクセル
等の大きな解像度でもH.264で録
画が可能。
ライブ画面を任意の時間設定で切
り替えることが出来る。
映像の中で見せたくない箇所を隠
すことが出来る。
ライブ分割画面より、最大4箇所、
画像の拡大が出来る。
ソフトの終了や録画停止等の操作
権限を設定できる。
カメラ設置場所のMAP画像から表
示カメラの選択が可能。
カメラのモーション検知機能によ
り明るさに限らず検知録画が可能。

株式会社ネットカムシステムズ
〒101-0021　東京都千代田区外神田3-10-3　プライム秋葉原ビル７階
TEL：03-5207-8591　FAX：03-5207-8592
URL：http://www.netcam.co.jp/　MAIL：urano-t01@netcam.co.jp
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小間番号 SS3226

NVR「VioStor-Pro+」シリーズ、モニタリングユニット、タイムサーバー

VioStor-Pro+・VS-Eye・VS-LTS
製品概要

多くのエンド・ユーザーに選ばれ続けているネットワーク・ビデオ・レコーダー「VioStor」シリーズ製品に、HDMI
出力対応の新たなラインナップが登場。最新ファームウェアではユーザーインターフェースも進化しています。また
ローカルで活躍するタイムサーバーなどの製品も仲間入りしました。

特　　徴

R.O.Dのブースでは、次世代NVR「VioStor-Pro+」によるIPネットワーク監視ソリューション展示を行います。
現在の監視カメラシステムでは、高画質な映像を長期間保存することが求められています。しかし、映像が良くな
ればなるほどモニタリングや再生の際に機器に大きな負荷がかかることが課題の一つでした。常にNVRの歴史を
創ってきたVioStorの最新モデル「VioStor-Pro+」は、そうした従来の課題を解決し、エンド・ユーザーに快適な
監視環境を提供します。最新モデル「VioStor-Pro+」を使ったデモンストレーションを是非ご覧ください。

株式会社 R.O.D
＜大阪本社＞大阪市西区立売堀1-7-18　国際通信社ビル6階
TEL 06-6537-1233　FAX 06-6537-1377
＜東京営業所＞東京都港区芝5-32-8 青木ビル8階
TEL 03-5419-3354　FAX 03-5419-3359

【名古屋・福岡・宮崎・北海道】
URL：http://www.rodweb.co.jp/　MAIL：info@rodweb.co.jp
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小間番号 SS3207

MOBOTIXネットワークカメラシステム

 Hemispheric(半球全方位)シリーズ
製品概要

Q24    360度全方位監視カメラ(天井設置時)
天井付、壁付可。ライブ、録画画像共、画像補正可能。4分割表示、パノラマ表示等

画像解析機能を標準搭載（人数カウント、動線密度解析）

S14レンズ・映像センサー分離型2眼カメラ
2つのレンズ付センサーモジュールと本体基盤を分離

フレキシブルで目立たない設置

2眼の360度全方位映像(天井設置時)で、デイナイトカメ
ラ仕様も可能

6つのレンズの組み合わせで、2つの異なる場所の映像を
取得可能

M24-HEMI 屋外ハウジングケース付IP66対応カメラ
屋外設置で、180度パノラマ映像

-30℃～ +60℃の環境下で、そのまま設置使用可

スタンドアローン録画のためのMicroSDスロット搭載

(標準4GB搭載、最大64GBまで拡張可能)

MOBOTIX JAPAN（株式会社K.J.フェロー）
〒231-0011　横浜市中区太田町6-85　RK Cube 4F
TEL：045-227-6174　FAX：045-227-6286
URL：www.mobotix-japan.net　MAIL：cam-sales@mobotix.jp

人数カウント解析 動線密度解析
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小間番号 SS3203

録画データ保管システム

メディアライター
製品概要
監視カメラの録画装置から映像データを自動的に取り出し、CD/DVD/BDメディアに書き込みます。メディア表面には映像カメラ情報、日
時情報、監視画像イメージが自動印刷されます。証拠映像の提出や長期保管に最適なシステムです。

主な仕様
録画装置から必要な映像データを全自動で取得
CD/DVD/BDメディア表面に録画データや映像イメージを自動印字
スケジュール指定で毎日定時の映像データ取得とメディアの自動作成
エプソンディスクデュプリケータにより最大100枚まで自動装填
Windows標準動画形式への変換機能の自動化
再生にパソコンを必要としないビデオディスク形式への自動変換機能
業界で実績のある多くの録画装置に対応
書込指示はカメラと時間枠を選択するだけの簡単操作

株式会社ユニバーサルコンピュータ研究所
〒542-0086　大阪市中央区西心斎橋1-9-16　大京心斎橋第2ビル5F
TEL：06-6251-7685　FAX：06-6251-7686　URL：http://www.ucl.co.jp/　MAIL：mediawriter@ucl.co.jp

小間番号 SS3203

高機能外周警備システム

SOLPAK3
製品概要
改正ＳＯＬＡＳ条約発効(2004年)に伴う法律改正により、国際港湾施設における侵入者自動検知
装置の設置が求められるようになりました。本パッケージは侵入者自動検知装置を実現するシステ
ムです。さらに、港湾以外の一般的な外周警備にも適します。

主な仕様
港湾保安対策の基本である、フェンス監視・カメラ監視・音声警告・通報機能を実現
パソコン画面特有の煩雑さを払拭し、監視員が本来の業務に専念できるユーザインタフェース
主要機能： カメラ制御、センサ連動制御、音声制御、ローカルセンター構成制御、監視パターン

制御、ネットワーク伝送制御、侵入者威嚇、機器異常監視、外部映像出力
対象分野： 港湾施設、空港施設、プラント、発電所、浄水施設、寺社仏閣、防衛施設、刑務所、

鉄道施設、学校、データセンター、通信施設、ダム、橋梁、メガソーラー施設
実　　績：港湾、空港を含め全国51サイトにおける約10年間の豊富な運用実績

株式会社ユニバーサルコンピュータ研究所
〒542-0086　大阪市中央区西心斎橋1-9-16　大京心斎橋第2ビル5F
TEL：06-6251-7685　FAX：06-6251-7686　URL：http://www.ucl.co.jp/　MAIL：solpak@ucl.co.jp
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3月
SECURITY　SHOW　2013

会期：2013年3月5日～ 8日

会場：東京ビッグサイト　東2・3ホール

主催：日本経済新聞社

URL：http://www.shopbiz.jp/ss/

リテールテックJAPAN　2013

会期：2013年3月5日～ 8日

会場：東京ビッグサイト　東1・2ホール

主催：日本経済新聞社

URL：http://www.shopbiz.jp/rt/

NFC & Smart WORLD 2013

会期：2013年3月5日～ 8日

会場：東京ビッグサイト　東2ホール

主催：日本経済新聞社　

URL：http://www.shopbiz.jp/nf/

パーキング・ジャパン　2013

会期：2013年3月13日～ 15日

会場：東京ビッグサイト　西1・2ホール

主催：ジェイシーレゾナンス

URL：http://www.parking-japan.com/

4月
ISC West 2013

会期：2013年4月10日-4月12日

会場： サンズ国際会議センタ、

ラスヴェガス、米国

Email：inquiry@isc.reedexpo.com

URL：www.iscwest.com

Secutech International 2013

会期：2013年4月24日-4月26日

会場： 台北世界貿易センタ南港展示館、

台北市、台湾

Email：komori@asj-corp.jp 

URL：www.secutech.com

5月
RFIDソリューションEXPO

会期：2013年5月8日～ 10日

会場：東京ビッグサイト　東ホール、西ホール

主催：リードエグジビジョン　ジャパン

URL：http://www.ridex.jp/

IFSEC International 2013

会期：2013年5月13日-5月16日

会場：国立展示センタ、バーミンガム、英国 

Email：kristan.johnstone@ubm.com

URL：www.ifsec.co.uk

MOBOTIX JAPANパートナーカンファ

レンス
会期：2013年5月20日-22日

会場：横浜ベイシェラトン ホテル＆タワーズ

主催：MOBOTIX JAPAN

URL： https://chicappa-mobotix.ssl-lolipop.

jp/MxExpo2013_entry/mxexpo_entry.

html

Indo Security Expo & Forum 2013

会期：2013年5月29日-5月31日

会場： ジャカルタ国際展示場、

ジャカルタ市、インドネシア

Email：info@indosecurity.com

URL：www.indosecurity.com

6月
Security Canada West 2013

会期：2013年6月12日

会場： リバー・ロック・カジノ・リゾート、

リッチモンド市、カナダ

Email：staff@canasa.org

URL：www.securitycanadaexpo.com

Electronic Security Expo 2013

会期：2013年6月24日-6月28日

会場： ナッシュビル国際会議センタ、

ナッシュビル市、米国

Email：nfranco@ae-ventures.com

URL：www.esxweb.com

7月
Secutech Thailand 2013

会期：2013年7月3日-7月5日

会場： バンコック国際貿易展示センタ、

バンコック市、タイ

Email：komori@asj-corp.jp 

URL: www.secutechthailand.com

Security Expo 2013

会期：2013年7月24日-7月26日

会場： シドニー会議展示センタ、

シドニー、オーストラリア

Email: events@asial.com.au

URL: www.securityexpo.com.au

8月
Secutech Vietnam 2013

会期：2013年8月8日-8月10日

会場：サイゴン展示会議場センタ、

ホーチミン市、ヴェトナム

Email: komori@asj-corp.jp 

URL: www.secutechvietnam.com

9月
GDSF JAPAN 2013

会期：2013年9月27日

会場：東京秋葉原UDXギャラリ NEXT 

主催：a&s JAPAN

URL：http://www.asj-corp.jp/gdsf2013.html
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交通管理システム

交通管理システムの主たる目的は交

通渋滞の回避だ。 そのため、24時間

365日休むことなく正確に動作する交通

量や路上の監視システムが重要となる。

こうしたシステムでは、車両や自転車、

歩行者を正確に検出しなければならな

い。正確に交通量を検出しなければ、円

滑な通行と安全を確保し、渋滞を回避す

ることができないからだ。

CCTVカメラの問題点

これまで交通量や路上の監視システ

ムでは、接地センサやCCTVカメラを採

用している。接地センサの場合、舗装を

剥がして設置工事を行なう必要がある。

その点CCTVカメラの場合、大がかりな

設置工事が不要なことから、多くのシス

テムで採用されている。

しかし、CCTVカメラには幾つかの問

題がある。一つは、日光の照り返しや逆

光、影や濡れた路面、雪や霧など様々な

要因により撮影効率が低下する点だ。そ

してもう一つは、夜間使用に不向きとい

う点だ。照度不足で鮮明な映像確保が困

難となりがちな夜間の道路監視では、不

鮮明な画像により映像解析ソフトの混乱

を招き、交通監視システムの誤作動につ

ながる。つまり、CCTVカメラだけに頼っ

たシステムでは、交通事故が発見できな

い、あるいは警察や消防の到着が遅れる

という懸念がある。

赤外線サーマルカメラの導入

一方、赤外線サーマルカメラでは、気

候条件や道路状況の変化による要因で鮮

明な映像確保が困難になるといった懸念

は無用だ。赤外線サーマルカメラは、色

のコントラストではなく、 サーモグラ

フィすなわち熱のコントラスト(温度差)

に基づいて画像を作成するからだ。

●暗闇や煙、霧を見通す

赤外線サーマルカメラは、あらゆる物

体が温度に応じて放出する赤外線領域の

電磁波を検出する。記録した赤外線放射

の強度に基づき、鮮明で高コントラスト

な画像を作成するため、照度の影響は受

けない。そのため、赤外線サーマルカメ

ラは、完全な暗闇でも煙や霧でも見通す

ことが可能だ。

●路上監視

路上監視システムは、交通事故の発生

を警察や消防にいち早く報告し、正しい

位置を知らせるため、交通量の多い道路

やトンネルの多くに設置されている。一

般道路はもちろん、照度が不足すること

が多いトンネルでの路上監視システム

は、赤外線サーマルカメラが最適だ。さ

らに映像解析ソフトウエアとの連繋で

も、赤外線サーマルカメラは照度条件に

左右されず、あらゆる照度、天候条件で

高コントラストの画像を撮影できるため

問題ない。

●優れた費用対効果

赤外線サーマルカメラは撮影可能距

離が長く、設置台数が少なくて済むため、

ポールなどの付帯設備やその設置費用の

削減にも有効だ。また、車両や自転車、

歩行者の状況を正確に把握できるため、

どこに設置しても最も円滑で安全な交通

を確保できる。

フリアーシステムズ製品の特長

世界の赤外線サーマルカメラ市場を

牽引するフリアーシステムズの赤外線

サーマルカメラは、高解像度(640x480

ピクセル)の非冷却型マイクロボロメー

タ検出素子を搭載している。また、堅牢

設計のため定期メンテナンスが不要だ。

その他に、広範囲のスキャンができるパ

ンチルト台付きの赤外線サーマルカメラ

も用意している。交通管理用赤外線サー

マルカメラシステムには、あらゆる条件

で最適画像が撮影できるよう、可視光カ

メラ付属した製品も取りそろえている。

●簡単な設置と統合

さらに、フリアーシステムズの赤外線

サーマルカメラには、設置アームやケー

ブル、プロセッサなど一般的なハードウ

エアとの互換性があり、設置が簡単だ。

また、標準アナログ映像出力を搭載して

いる。多くのモデルはTCP/IPネットワー

クと接続でき、既存の映像解析システム

との統合も簡単である。

このように、フリアーシステムズの赤

外線サーマルカメラは、交通管理システ

ムや路上監視システムの効率化に大きく

貢献することができる。

詳細はwww.flir.comを参照。 

交通管理システムに最適な赤外線サーマルカメラ
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タムロンは、魚眼レンズを搭載した全

方位型カメラPanorama Camera 180-

Viewシリーズの新製品として、メガピ

クセル対応パノラマIPカメラ300QV-P-

CMを発売した。

【主な特徴】

1.　 水平画角180度の魚眼レンズを搭載

● 魚眼レンズ搭載で、水平画角180度

を実現。カメラ1台で死角のない映

像を表示。

● レンズメーカとしての技術力と開

発力によりF/1.7のレンズを搭載。

優れた明るさによりカメラ照度を

向上させ、 既存の全方位型カメラ

製品の中ではトップクラスの明る

さを実現。

2.　高画質HD（１．２メガピクセル）出力

● 捉 え た 画 像 を Q u a d 

VGA(1280x960）、歪み補正後には

VGA(640x480)での出力が可能。

さらに同時出力にも対応。

● 3メガピクセルの高画素センサを搭

載。ただし出力は1.2メガピクセル

となる。

3.　独自の画像処理技術の採用

● 魚眼レンズで捉えた画像は、同社独

自の画像処理技術によりカメラ内

部で歪みを補正。 専用ソフトウエ

アが不要で、Active-X対応WEBブ

ラウザ上でカメラを制御すること

が可能。

● 動体検知機能／パノラマ表示（２分

割）／卓上モード／分割表示（４分

割まで）に対応。

4.　 メカレス構造により高い信頼性を

実現

● 電子パン/チルト/ズームを採用した

ことで機械的構造が不要となり、

高い信頼性を確保。結果、設置後

のメンテナンスが不要。 通常のス

ピード・ドームカメラと比較して耐

久性が飛躍的に向上。

● 防水規格IP66に対応。結果、軒下

や雨風の吹き込む屋外通路等にも

設置が可能。

5.　 汎用性の高い画像圧縮方式３タイプ

に対応

● H.264、MPEG-4、M-JPEGのマ

ルチコーデック対応。 静止画キャ

プチャ、動画記録が可能。再生は

汎用ソフトウエアを使用予定。

6.　設置時に役立つ機能

● 設置時の調整用にミニジャック端

子があり、 簡易的なアナログ映像

出力により、 その場で撮影画像を

確認することができる。

● 既存のDC１２VだけでなくPoE電

源にも対応し、 多様なシステムで

電源選択が可能。

7.　その他の特徴

● 音声入出力に対応し、内蔵している

マイクを使用して、 画像だけでな

く音声記録も可能。

● カメラボディにアルミダイキャス

トを採用し、堅牢性を確保。

● 落下防止ワイヤ、壁面取り付けアダ

プタ、丸カバーを用意。

● スタイリッシュ＆コンパクトなデ

ザイン。

【主な仕様】

レンズ仕様：1.09mm、F/1.7

水平画角：180°

レンズタイプ：魚眼レンズ

 撮像素子：1/4型プログレッシブ方式

CMOS

 画像出力：元画像･･QuadVGA(1280 

x 960)、 補正画像･･VGA(640)か

QVGA(320 x 240)選択、同時出力

 有効画素数：300万画素(出力は120万

画素)

 パン/チルト/ズーム：電子パン、電子

チルト、電子ズーム(x8)

外形寸法：φ120mm

 画像圧縮方式：H.264、MPEG-4、

M-JPEG

その他機能：ディストーション補正、

9プリセットおよびプリセットシーケ

ンス、動体検知、パノラマ表示(2段表

示)、天井/側面/卓上モード、分割表

示(4分割）

詳細はhttp://www.tamron.co.jp/

 

タムロン、メガピクセル対応
パノラマIPカメラを発売

  Mar/Apr 2013 | 63

新製品情報



店舗プランニング、A4判サイズ
HD-SDI規格4chDVRを新発売
店舗プランニングは、韓国WEBGATE

社製HD-SDI規格4chフルHDのDVR、

HDC400Mを新発売する。 同製品は、

ＷＥＢＧＡＴＥ社日本総代理店の店舗プ

ランニングの要求に基づいて、日本市場

向けに開発したもので、従来製品に対し

て体積で約1/4の小型化、価格面でも大

幅なコストダウンを実現したA4判サイ

ズ超小型DVR。

フルHDの高精細・高画質とA4サイズ

への小型化および低価格の特長を生かし

て、設置場所に余裕の少ないコンビニエ

ンスストアなどの小型店舗や多店舗展開

飲食店、マンションや駐車場など、幅広

い分野への販売展開を目指す。

【主な特長】

◆超小型A4サイズ

弊社従来DVR 比 約1/4（体積比）の小

型化を実現。

290（幅）×232（奥行き）×65（高さ）

mm

◆ ハイファイビデオコーデックおよび

WISEディスプレイエンジン

優れたビデオ品質を実現するために、

放送分野で使われている高性能ビデオ

コーデックを採用。 また、 自社開発

WISE ディスプレイエンジンを搭載し、

単画面および分割画面の画面で、鮮明で

自然な画像を作り出す。この技術により、

水平解像度1200TV 本を実現している。

◆ 大量データ保存

R A I D技術をもった別売の外付け

eSATAストレージを接続することで、

DVRのストレージを最大16TBまで拡張

が可能。

◆ PC での再生

DVR内のHDDは、PCから直接アクセ

スすることができ、USBまたはeSATA

を使用したPC接続が可能。

 同梱CMS（中央表示用ソフトウエア）

は、再生・検索・バックアップなど全て

の作業をすることができ、万一DVRが

故障した場合でも、CMSを用いたデー

タの再生・バックアップを行うことによ

り、データの消失を防ぐことができる。 

◆コマ送り再生

高性能コーデックとWISEディスプレ

イエンジンにより、DVRは、1コマずつ

のコマ送り再生と逆再生が可能。録画再

生時の重要な瞬間映像の確認に有効。

◆  パワフルCMS：コントロールセンター 

スタンダード版/プロ版/企業向版

コントロールセンター・スタンダード

版は、DVR付属で、パッケージに同梱。

これは、最大1024台のDVR、2つのモ

ニタの管理、またカメラ・チャネルのグ

ループ化とユーザに特化した権限設定を

行うことができる。さらに、コントロー

ルセンター・プロ版や企業版は、スタン

ダード版の全機能を含み、大規模な中央

制御システムに必要な多くの機能を提

供。

【主な仕様】

●映像入力：HD-SDI 4チャネル

●映像出力：HDMI×1

●映像圧縮方式：H.264

●録画解像度：1080p / 720p

● フレーム数：最大30fps＠1080p / 

最大60fps＠720p

●音声：4入力(RCA)、1出力(HDMI)

● 記憶装置：SATA HDD･･内蔵1台(標

準2TB)、eSATA(外部、最大16TB)

● バックアップ：USB（2ポート）、ネッ

トワーク

● CMS：遠隔監視WebViewer ブラ

ウザ・モニタリング機能、再生/バッ

クアップ

● モバイル：モバイルウェブページ機

能(iPhone/Android)

● 寸法：290(幅)×232(奥行)×65(高

さ)mm

●重量：2.5Kg(HDDを含まず)

● 電源、消費電力：DC12V/5A、30W

以下

● 規格認証：K C、F C C、C E、

RoHS、HD-cctv

【価格】

本体希望小売価格：411,600円(税込)

詳細はhttp//www.tenpo.co.jp/ 
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アクシスコミュニケーションズ、固定ドーム
型カメラAXIS P3364-LV/-LVEを発売
アクシスコミュニケーションズは、動

く被写体に合わせて赤外線LED照射を

自動で調整する固定ドーム型ネットワー

クカメラAXIS P3364-LV/LVEを発売し

た。

同製品は、同社主力製品AXIS P33シ

リーズの最新モデルとしてリリースさ

れ、 光量の自動調整機能をもつ赤外線

LED照射や光条件の厳しい環境でも鮮

明な映像を提供できるLightfinder技術

を搭載し、屋内・屋外用共に耐衝撃構造

を採用している。

同製品に搭載している赤外線LED技

術は、撮影範囲全体に赤外線を照射して

広範囲を適正な露出で映し出す一方で、

被写体がカメラに接近すると、その被写

体に合わせて赤外線の光量を変更し、被

写体が露出過多により白飛びするのを防

ぐといった調整が自動で動作する。さら

に、LED設置個数を3か所のみとしたた

め、少ない消費電力量で稼働するととも

に、センサ周辺の温度上昇を抑え、ノイ

ズが発生しにくい構造となっている。一

般的な他社製品と比べても、製品寿命の

長い特殊なLEDを使用しているため、よ

り長期にわたる安定した稼働が期待でき

る。

同製品はまた、P33シリーズの標準機

能を継承し、 光条件に合わせて赤外線

フィルターの作動と停止を自動で制御す

るデイナイト機能が搭載され、補助投光

器用の電源を確保できない、などの環境

下においても赤外線カメラとして鮮明な

映像が得られるよう工夫されている。ま

た、精密なピント合わせにより高画質を

もたらすPアイリスレンズ、microSDお

よびmicroSDHCメモリカードによるカ

メラ映像と音声の録画および音声の入出

力などの機能を持ち合わせている。

さらに、アクシスの映像分析モジュー

ル用プラットフォームであるA X I S 

Camera Application Platformにも対応

しており、人数計測やヒートマップ、侵

入検知などのサードパーティ製アプリ

ケーションをカメラにインストールし

て、映像を用いたインテリジェント・シ

ステムを構築することができる。

なお、P3364-LVは屋内仕様で耐衝撃

構造、P3364-LVEは屋外仕様で耐衝撃

構造とIP66およびNEMA4xの防水防塵

性能を有している。

【主な特長】

・赤外線LED照射自動調整機能 

・ デイナイト機能による、赤外線フィル

ターの自動制御 

・最小限のLEDによる、ノイズ発生と消

費電力量の抑制 

・製品寿命の長い特殊なLED 

・Lightfinderテクノロジーを搭載 

・ 最大解像度HDTV 720p/1.3メガピク

セルの精細な映像 

・ Pアイリスレンズ搭載による画質の最

適化 

・ H.264およびMotion JPEGによる映

像圧縮 

・音声入出力 

・屋内外モデル共に耐衝撃構造 

・ 屋外モデル ( - LV E )は I P 6 6および

NEMA4xの防水防塵性能 

・ Power over Ethernet(IEEE 802.3af)

に対応し、ネットワークケーブル1本

で給電・映像伝送 

・ AXIS Camera Application Platform

対応のサードパーティ製アプリケー

ションが利用可能 

【製品価格】(税別)

AXIS P3364-LV 12mm　 126,000円

AXIS P3364-LVE 12mm　 148,000円 

【供給時期】

2013年2月

 詳細はhttp://www.axis.com/
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■ 屋外カメラ録画機 SCR1000
・メガピクセル高画質カメラに対応
・交換／取出し容易なリムーバブルHDD（1TB）
採用
・専用ソフトによるPCでの検索／再生が可能
・瞬停／停電時での自動停止、自動復帰機能
・動作状況が一目でわかる動作表示灯
・GPSユニットによる時刻補正（オプション）

アツミ電氣
URL：www.atsumi.co.jp
☎：053-428-4111

■  IRネットワークドームカメラ
DH-IPC-HDBW3202

• 1/3インチ2メガピクセル・プログレッシブ・スキャンCMOS センサExmorを採用 
• H.264とMJPEGのデュアルストリーム
• 1,080p (1,920×1,080)で25/30fps 
• DWDR, デイ／ナイト(ICR), 2 DNR, オートアイリス, 自動ホワイトバラ
ンス、AGC, BLC

• 3~9mmバリフォーカルレンズ
• 1/1アラーム入出力
• 赤外線LED最大距離：20m

Dahua/中国
Email： overseas@dahuatech.com

■ iCLASS® SEプラットフォーム
・SIOによる多層的なセキュリティを提供。
・各種iCLASS、Seos™、MIFARE®などをサポート。
・Seosを介したNFCスマートフォンなどフォームファクタとの相互運用。
・標準準拠OSDPによる安全な双方向通信。
・NFCカードエミュレーション－モバイルデバ
イスによるHID入退管理への移行を実現。
・インテリジェント電源管理で電源消費を最大

75%削減。

HID Global/米国
☎：03 6435 5900
Email：thirano@hidglobal.com

■ 全方位カメラ HS-CP3602 
• 5メガピクセルHD-CCTV
• SDI 出力/HDMI CVBSx4出力
• 360度と180度の全方位映像
• 仮想PTZと自動パン
• マルチスクリーン表示
• プライバシ・マスク
• 動体追尾
• マイク内蔵

Hi Sharp/台湾
Email: sales@hisharp.com.tw

■ セキュリティゲート スタンゲート
・2012年度グッドデザイン賞受賞
・静かで滑らかなオリジナルのフラップ動作
・ データセンターなどで強固なセキュリティを構築するハイフラップ
（1800mm）タイプ
・エントランスで建築空間と調和するミドルフラップ（1200mm）タイプ
・1通路の設置スペース1300mm（ 奥行き）×

1030mm（幅）の省スペース設計
・入退室管理システム、監視カメラとの連動で、
より高度なセキュリティ構築可能
クマヒラ
URL：www.kumahira.co.jp
☎：03-3270-4388

■ スタンドアロンNVR NVR404C 
• 携行可能な NVR
• マルチ・タッチスクリーンをサポート
• 最大24 Mbps の4チャネル1,080Pリアルタイム NVR 
• フル HD 1,920×1,080をHDMで出力
• 2.インチSATA HDDかSSDを1台サポート
• 3G携帯(iPhone, iPad, アンドロイド、
ブラックベリー)対応

• USB経由でDVD/RWに出力
• CMX software HD 3.6 をサポート

LILIN/台湾
Email: sale@meritlilin.com.tw

■ バリフォーカルレンズ M13VG850IR
・CSマウント、F/1.6レンズを搭載
・3メガピクセル対応」の高い光学性能
・近赤外線撮影でも、メガピクセル画質を実現
・標準望遠域をカバーする8-50mm
・1/2.8型、1/2.7型対応で、センササイズの大きなカメラにも装着可能
・色収差低減により色ニジミのない描写を実現
・性能を最大限に発揮できる高精度・高品質な
構造を実現
・メガピクセル画質をコンパクトサイズで実現
タムロン
URL：www.tamron.co.jp
☎：048-684-9129

■ 赤外線サーモグラフィ装置
R300SR/R300SR-H/R300SR-S

・超解像撮影モードにより、熱画像の画素数を4倍に向上、空間分解能を
約1.5倍に向上
・添付のPCソフトウェアにより、より鮮明な超解像処理可能
・熱画像パノラマ撮影モードの自動合成精度強化
・スクロールインジケータ採用
・温度範囲と温度分解能で選べる3種類のモデル
・オプションレンズの低価格化
日本アビオニクス
URL：www.avio.co.jp
☎：03-5436-1371
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拘束場所での映像監視の必要性
映像監視システムをプライバシー侵害の急先鋒機器として非難する傾向が、一部のマスメディアが大々的に主張して
いる。しかし、社会には命や安全を確保するために不可欠のシステムとして使用しなければならないことがある。そ
の一例が、拘置所や刑務所での常時監視ではないだろうか。しかし、その場合でも旧来のアナログ監視システムでは、
管制室で担当者が常時画面を見ていなければならず、正確な監視ができる保証がない。アラート機能を有するインテ
リジェント・システムが不可欠ではないか
 （東京　システム構築）

共同住宅のセキュリティ
マンションで監視カメラとオートロックがあれば安全という神話は、犯罪防止という観点では既に崩壊しているよう
だ。例えば共連れ入退されてしまえば、オートロックの役割は激減する。さらに、監視カメラの映像においても、事
後確認での活用であれば予防措置にはならない。マンション販売および設計担当企業は、セキュリティに対しては、
もっと切実に考慮することを求めたい。また、玄関の施解錠についても、コピーできない鍵はないという前提で、生
体認証を活用したシステムを導入することも重要だ。
 (千葉　設置施工業)

万引防止とコスト負担
万引は小売業者にとって頭の痛い問題である。最近では若年層だけでなく、熟年層や老年層による万引が増加してい
るという。現段階では人的な対応すなわち万引監視員による対策しか普及していない。しかし、それでは限界がある
ことも明白で、複数の人間が同時に犯行に及べば、監視員を増やすことしか対抗できないのが現状だ。コストと各店
舗の設備投資の問題などで、RF-IDやICタグ導入が進まない。しかし、商品供給側が積極的に導入を推進すれば、
RF-IDやICタグの単価が下がり、あとは小売業者の対応となるのではないか。
 (千葉　小売業)

「読者の声」を募集しています。
　本誌では、セキュリティに関する読者の皆様のご意見やご提案を募集してい
ます。セキュリティ機器やシステムを供給している側、セキュリティ・システ
ムを既に導入あるいは導入を予定している側、いずれの側からの応募をお待ち
しています。ただし、特定企業や団体または個人に対する誹謗中傷または批判
的な内容はご遠慮ください。
　一例を挙げると、導入する場合の手順はどのように進めれば良いのか。導入
前の事前説明についてはどこに相談すべきなのか。メーカなのか販売会社なの
か、システム構築企業や設置施工企業なのか、それともセキュリティ・コンサ
ルタント企業なのか。セキュリティに関する疑問や意見また提案など、セキュ
リティ関連であれば詳細は問いません。掲載する場合は匿名扱いとしますので、
個人情報が漏洩することはありません
　なお、具体的な導入相談については、導入条件や環境についてできるだけ具
体的な内容をご連絡ください。ご応募をお待ちしております。

a&s JAPAN編集部
TEL：03-6206-0448
FAX：03-6206-0452
MAIL：info@asj-corp.jp
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ワンストップ・セキュリティ・ソリュ
ーションの玄関口
部品から解決までの完成品引渡し方式サービスを提供
するセキュリティ・メーカ560社の情報が満載です。

まずSecutech APPをご一読！
展示会事前登録ができます。

• 駐車や門扉そして錠前などの入退管理製品情報はアジア随一
• 数多いCCTV掲載情報でソリューションをアップグレード
• HD-SDIコーナーと実況映像は世界初
• 注目特集は車両＆ホームセキュリティと関連製品
• 台湾、中国、韓国などのトップ100社からの情報
• 3000点以上の新製品

会期　2013年4月24日～26日
会場　台湾 台北南港展示会場
www.secutech.com 

下記QRコードでダウンロード



防犯・監視カメラをもっと便利に、もっと使いやすく

ネットワークカメラ録画ソフトウェアのメインストリーム

多彩な機能とユーザーに優しいインターフェイス！録画監視ソフトの決定版 !!

【開発・販売】　　 株式会社ネットカムシステムズ
■本社・ショールーム 東京都千代田区外神田 3-10-プライム秋葉原ビル 7F TEL：03-5207-8591
■大阪支店 大阪市淀川区宮原 5-1-18 新大阪サンアールセンタービル 9F TEL：06-4866-6431

URL：http://www.netcam.co.jp/　　E-mail：netcam@netcam.co.jp

ラインナップ
KxView Pro 9（カメラ9台同時録画対応でカメラ登録24台）
KxView Pro 16（カメラ16台同時録画対応でカメラ登録160台）
KxView Pro 32（カメラ32台同時録画対応でカメラ登録320台）
KxView Pro 64（カメラ64台同時録画対応でカメラ登録640台）（特別注文）

特　　徴
・マルチベンダー対応で各メーカーのカメラを使い分け可能（別途、カメラ対応リスト表による）
・ネットワークカメラ映像を最大32ch同時録画が可能
・最大320台までのカメラ登録ができ、ライブ表示が可能
・操作が直感的に行うことができる簡単インターフェース
・H.264対応済み（別途、H.264カメラ表による）

搭載機能
・録画機能  ：9台（KxViewPro9）、16台（KxViewPro16）、32台（KxViewPro32）
・再生機能  ：再生、巻き戻し、早送り（戻し）、コマ送り（戻し）。JPEG展開、AVI変換、モーション解析、デジタルズーム
・分割画面機能  ：全画面、4分割、5+1分割、6分割、9分割、8+2分割、12分割、16分割、20分割、24分割、64分割
・MAP表示機能  ：最大1250枚登録可能（BMPデータ別途必要）
・カメラツリー機能 ：4分割、9分割、16分割、20分割画面別での登録が可能
・PTZ機能  ：PTZカメラのパン・チルト・ズームがリモコン操作にて可能
・ルーペ機能  ：表示映像のデジタルズームが可能
・モーション録画機能 ：画像の変化を解析し、自動で録画開始が可能
・マスキング機能 ：見せたくない部分のマスキングが可能（JPEG録画に限る）
・障害発生警告機能 ：カメラ接続不良警告 ：カメラ故障、ネットワークエラー時に表示
・予備ドライブ機能 ：ハードディスクエラー時に別ドライブへの録画が可能
・トリガー受信機能 ：カメラ側機能のHTTP、TCPトリガーを受けることが可能
・ストリーム2機能 ：カメラのH.264（2）設定を録画・分割表示に利用可能
・ストリーム機能：カメラのＨ.264でのストリーム選択が可能
・ユーザー権限機能 ：最大20ユーザー作成、ユーザー毎に操作権限を設定可能

H.264対応Ver2.2
※音声録音も可能！

リモコン

再生画面

分割画面

MAP画面

ルーペ機能




